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はじめに

　本稿は，人間文化研究機構 国文学研究資料館が所蔵
する徳島藩郡代関係文書，具体的には「郡代報告書」を
紹介・翻刻するものである．ただし，上記の名称は研究
上の通称であり，正式な資料名は表 1のとおりである．
いわゆる「郡代報告書」と呼ばれる資料は 10冊の古文
書であり，10冊全体の包紙（図 1）とともに，各々の冊
子にも包紙が付けられている（例えば，図 2・3）．現在は，
冊子の出し入れにともなう資料の損傷を考慮して，包紙
から出された状態で，大切に保管されている（図 4）．
　まず，「郡代報告書」を紹介・翻刻するに至った経緯
を記しておきたい．当該資料は，平成 29年度徳島県立
博物館の企画展「江戸幕府と徳島藩－幕藩制改革からみ
る江戸時代－」（会期：2017年 10月 14日～ 11月 19日）
において借用し，展示・公開した資料の 1点である（徳
島県立博物館編，2017）．もちろん，展示で借用する前
に資料調査を行っており，平成 28年（2016）12月に国
文学研究資料館を訪れ，調査及び写真撮影をしている．
調査で実物資料を目の前にしたとき，「郡代が地域の状
況を上申した文書」という資料的特徴に対し，直感的に
興味を抱いた．それが，資料を借用・展示した動機であ
るが，企画展では，その他 100点以上の資料を調査・展
示する関係上，1点の資料にそれほど深入りすることは
できなかった．
　平成 29年 12月，企画展が終わり資料返却も全て終了
した後，少しずつ「郡代報告書」の翻刻を始めた．それ
とともに，徳島藩郡代についてもより深く検討を加え，
その結果，10冊の「郡代報告書」のうち 2冊について
はすでに資料紹介及び翻刻がなされていることを知った．
その 2冊の報告書は板野郡管内のものであり，現時点に
おける資料の翻刻状況は表 1のとおりである．

　上記の状況をふまえ，本稿ではいまだ翻刻がなされて
いない 8冊のうち，海部郡，那賀郡，名東・勝浦郡，名
西郡の 4冊を取り上げ，簡単な解説と翻刻を掲載する．
なお，海部郡の報告書については計 3冊が伝存しており，
本稿では以下，「海部郡報告書①」のように表記する．

解　題

1．資料の概要

　まず，資料の概要について述べる．海部郡，那賀郡，
名東・勝浦郡，名西郡の 4冊の体裁は冊子（竪帳）であ
る．いずれも縦 31.0～ 31.5 cm，横 21.7～ 22.2 cmの大
きさであり，表紙と本文からなる．表紙には資料名と郡
代の名前が記されている（図 5～ 8表紙）．
　次に，資料の年代について述べる．そもそも郡代は，
徳島藩寛政改革における地方支配の編成にともない設置
されたが，海部郡代が他の郡代に先行するかたちで，寛
政 11年（1799）に設けられた（表 2）．そのため，海部
郡報告書①の本文末尾に記されている「申閏四月七日」
は寛政 12申年（1800）であると考えられる．なお，海
部郡報告書②に見られる「酉三月」は享和元酉年（1801）
と推察される．寛政 12年には海部郡以外の郡について
も郡代が設置され，その後報告書が作成されている．す
なわち，海部郡報告書③を含むその他の「郡代報告書」
に記載されている「戌七月」は，享和 2戌年（1802）で
あると考えられる．
　つまり，「郡代報告書」は，徳島藩郡代が作成した藩
の公式文書であり，言い換えると，郡代の視点から記さ
れた 1800年前後における阿波国各郡の状況を示したも
のと言えよう．各々の冊子の包紙には，「上」と記され
ていることから（図 3），郡代から藩主（あるいは藩政
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資料名 資料番号 郡・地域名 郡代名 年代 翻刻状況

1 海部郡中御取締ニ付相手
懸候次第申上帳 283-007 海部郡① 太田忠介・佐和滝三郎・ 

赤川左蔵・岩田内之助
申（寛政 12年・1800） 
閏 4月 7日 本稿翻刻

2 海部郡中去申年中御用方
相手懸候次第申上帳 283-004 海部郡② 佐和滝三郎・赤川左蔵 酉（享和元年・1801） 

3月 未

3 海部郡中御用方相手懸候
次第申上帳 283-010 海部郡③ 佐和滝三郎・赤川左蔵 戌（享和 2年・1802） 

7月 未

4 那賀郡一昨秋已来相手懸
候御用方申上帳 283-003 那賀郡 平尾勘左衛門・乾新平 戌（享和 2年・1802） 

7月 本稿翻刻

5 名東・勝浦両郡一昨年已
来相手懸候御用方申上帳 283-001 名東・勝浦郡 真藤新五・平瀬角右衛門 （享和 2年・1802） 

7月 本稿翻刻

6 名西郡一昨年已来御用方
相手掛候申上帳 283-009 名西郡 河村左吉・黒部藤助 戌（享和 2年・1802） 

7月 本稿翻刻

7 板野郡一昨年以来御用方
相手掛候申上帳 283-008 板野郡 牧友太郎・青山牛兵衛 （享和 2年・1802） 

7月
板東（1985） 
松下・古文書学
習会（1995）

8
板野郡中撫養弐拾四ヶ村
浦一昨秋以来相手懸候御
用方申上帳

283-002 板野郡中撫養 安宅弁左衛門・岩崎猪源太・ 
長江郡之助

戌（享和 2年・1802） 
7月

松下・古文書学
習会（2000）

9 阿波・麻植両郡一昨年以
来相手懸候御用方申上帳 283-005 阿波・麻植郡 岩田内之助・稲田武七郎 戌（享和 2年・1802） 

7月 未

10 美馬・三好両郡一昨年以
来相手懸候御用方申上帳 283-006 美馬・三好郡

矢野為次郎・佐野藤右衛門・ 
馬宮四郎兵衛・谷良右衛門・ 
武川両蔵・馬宮直五郎

戌（享和 2年・1802） 
7月 未

表 1．「郡代報告書」について．

※海部郡の「郡代報告書」は計 3冊あり，便宜上①～③を付した．
　年代の（　）は筆者が補足した．

年代 西暦 事項
寛永年間 阿波九城制が廃止される（九城制では城番が郡奉行を兼任）

寛永 17年 1640 阿波国 13郡（名東・名西・以西・板東・板西・阿波・麻植・美馬・三好・勝浦・那東・那西・
海部）に郡奉行各 1名が任命される

慶安元年 1648 郡奉行の定員を 3名に減らす

寛文 4年 1664 13郡のうち，板東・板西を板野に，那東と那西を那賀とし，以西を名東に併せ，阿波国は 13
郡から 10郡となる

明和 6年 7月 1769 阿波国を 6区にわけ，郡奉行と代官を合わせた役の郡代が設置される
明和 6年 10月 1769 徳島藩 10代藩主蜂須賀重喜，幕府から隠居を命じられる
明和 7年 1770 前年の制度をあらため，郡奉行 3名と代官を設置する

寛政 11年 1799
海部郡奉行と海部郡上灘・下灘代官を廃して，海部郡代を設け，3名を任命する（佐和瀧三郎・
赤川左蔵・太田忠介）．鞆浦代官所（陣屋）を郡代所とする．なお，木頭代官も海部郡代の受
け持ちとする
この頃，海部郡において苛酷な年貢の取立が行われたとされる

寛政 12年 1800 海部郡以外の郡奉行と代官を廃し，残りの 9郡を 6区に分け，郡代 14名・見習 1名が任命される．
海部郡代が「報告書①」を上申する

享和元年 1801 海部郡浅川村百姓 30人・牟岐浦百姓 153人，郡代の苛政に抗して土佐国に逃散する．
海部郡代が「報告書②」を上申する

享和 2年 1802 各郡の郡代が「報告書」を上申する
享和 3年 5月 1803 佐和瀧三郎，郡代惣頭取に任命される
享和 3年 6月 1803 淡路国において，郡代制度の導入が決まる．佐和に淡路への渡海命令が下る
享和 3年 7月 1803 佐和瀧三郎，捕縛され，一部の郡代も連座する
文化 4年 1807 鞆浦の郡代所（御陣屋）が日和佐に移される
文化 7年 1810 海部郡代と那賀郡代が合併される
天保 10年 1839 高木真蔵，海部那賀郡代となる
明治 2年 1月 1869 郡代が郡奉行と改称される
明治 2年 3月 1869 郡代所が民政所と改称される
明治 2年 8月 1869 民政所が牧民所と改称される
明治 3年 6月 1870 牧民所が徳島南浜に移転され，北民政掛役所と改められる

表 2．徳島藩郡代の関連年表．
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執行部）に上申されたものと考えられる．
　なお，図 9は阿波・徳島の郡界を示したものである．
現在の市郡界と旧郡界を比較すると，一部異なる点があ
り，留意を要する．
　また，「郡代報告書」を用いた研究に，安沢（1968）
や板東（1974），高橋（2000・初出 1978），松下（1992），
松下（2004），金原（2004）などがある．

2．資料の内容

　次に，資料の内容について述べる．本来は 4冊各々の
詳細を示すべきであるが，分量が大部であり，また紙幅
の関係などから，本稿では各冊子のうち，注目されるい
くつかの点を取り上げ述べることとする．

（海部郡報告書①）
　海部郡報告書①（図 5）は，全 44ヵ条にわたり，海
部郡内の領民支配，木頭山分における生業や年貢，村浦
における漁業などについて記載されている．その他，疱
瘡・疫病流行時における悪弊，分一所や口銀，女性の稼
ぎ，米食と「御赦米」などといった内容もみられる．さ
らに，個人の褒状を示す一節もある．以下では，領民支
配に関する点を取り上げる．
　まず，1ヵ条目において，郡内領民の養子縁組につい
て記されている．資料によれば，「従来は養子縁組にあ
たり出願などは行われておらず，思うままに取り結ばれ
てきたが，近年取り決めを行い，養子縁組の際は出願す
ることとし，証文をつかわす」ことなどがわかる．
　領民支配については 3ヵ条目にも見られ，人の移動に
ついての取り決めが確認されている．すなわち，「四国
遍路や他国への出稼ぎなどは，本人が願い出て，その後
切手（手形）を渡すのが御作法であるが，これまで願い
出などはなかったが，今後は御作法のとおりとする」と
ある．
　また，徳島藩は基本的に領民支配（管理）を宗門帳や
棟付帳によって把握していたが，1800年頃は帳簿に登
録・記載されない「洩人」の問題を抱えていた．7ヵ条
目にその「洩人」対策が記されている．
一在々宗門御改之義，前々ゟ村浦役人共申出之帳面ヲ
的ニ仕，御改成候所ゟ三代四代も以前ゟ宗判仕候百
姓共，名面ヲ其侭居エ置判形仕来候懸故，多分宗判
不仕洩人ニ相成，誠ニ表向之御法而已ニ相流居申処，
昨春御改ゟ者右様死去之名面者相省セ，家毎ニ壱人
宛宗判仕セ，洩人無御坐様精ク相行着，夫々当人名
面ニ引直シ，御掟之通宗判仕セ，最早洩人等者無御

坐，正ク相成申候，前段之懸ニ而以前者漸郡中ニ而，
人数弐千三百七拾人ならてハ，御改帳へ出不申候処，
人数六千六百八拾人余ニ相成，大ニ相増申候，随而
棟附御改之儀，此頃追々相手懸居申処，右之懸ニ而
自然隠人等之不埒無御坐様相成，棟附御改出来之上
者，夫役銀大ニ相増，御為成可申与奉存候，

　大意は以下のとおりである．宗門改めについては，村
浦役人からの申し出によって帳面を作成していたが，本
人が死去した後も名前をそのまま据え置くなどするこ
とから，「洩人」が少なくない．そのため昨春より家毎
に一人ずつ宗門改めをしたところ，「洩人」はなくなり，
郡中の人口は 2370人から 6680余人となった．そのため
不埒な「隠人」がなくなり，棟付改めができ，ついては
夫役銀の増大にもつながった．
　ここで注目される点は，「洩人」対策の結果，海部郡
内で把握されていた人口が 2370人から 6680人余に増加
したことである．この数値が正確ならば，増加率は約 2.8

倍という驚くべきものである．いずれにせよ多くの人々
が帳簿未記載の状態であったのであろう．領民の把握は，
藩による支配の根幹に関わる問題であり，「洩人」の増
加は支配の弛緩を意味する．藩は今一度，領民支配を強
化・徹底させるため上記の政策を行ったのである．
　ただし，海部郡に新たに駐在した 4名の郡代（太田忠
介・佐和滝三郎・赤川左蔵・岩田内之助）は，海部郡に
根付いた「悪弊」は容易には改まらないとの認識を抱い
ている．10ヵ条目にその点が記されており，大意は以
下のとおりである．「村役人をはじめ郡中の者は，御作
法を承知しておらず，役所にとって「美敷事」（表面上
の都合の良さ）のみを心懸ける気質があるため，掟や作
法を教えてもすぐには整わない．その点をこちら（郡代
側）が催促をすれば表面上のこととなってしまい，かえっ
て人々の心持ちは直らない．このような風俗は海部郡に
おいて第一の煩いである」と報告している．
　郡代が吐露した海部郡の印象であろうが，上記はあく
まで郡代の認識であり，藩主あるいは藩政執行部への上
申が前提となり記載された点を考慮に入れなければなら
ない．藩主や藩政執行部にとって，改革が必要であると
の認識が強ければ強いほど，郡代による地域に対する認
識は否定的なものとなっていく．「郡代報告書」は，郡
代が置かれた政治的立場を加味する必要がある．

（那賀郡報告書）
　次に，那賀郡報告書（図 6）について紹介する．那賀
報告書は，全 9ヵ条にわたり記載されており，村役人の
不正や郡代手代に対する処罰，平島又太郎（いわゆる「平
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島公方」）家来一件，仁宇谷筋における年貢茶，椿泊浦
や那賀川における漁業及び所請，昨秋（1801年）の風
雨洪水，個人の褒状などが記されている．以下では，郡
代手代に対する処罰について見てみたい．
　那賀郡報告書によれば，郡代手代に佐藤善三郎という
人物がおり，日頃の勤方心得（勤務に対する姿勢・心得）
が良くなく，そのまま放置すれば他の手代たちにも悪影
響が生じるとある．そのため，那賀郡代は，手代佐藤を
一旦那賀郡から引き離し，海部郡において勤務するよう
申し付けている．すると程なく，手代佐藤からは，病気
であるとの申し出が来たという．そのため郡代はその旨
を一応承知したが，後日，佐藤は病気ではなかったこと
が発覚する．そこで，郡代は手代佐藤に対し，まずは参
上するよう申し付けたところ，佐藤はひどい悪口を吐き，
命令に従わなかったという．これらの行為は甚だ不埒で
あるため，手代佐藤は入牢を申し付けられ，最終的に解
雇されたことが報告書に記されている．
　この一節の末尾には，「上記のことは申し上げる程の
ことではないが，念のため上申する」と記された上で，　
「手代らが長年行ってきた弊風は，にわかには改まらな
い」と書き記されている．
　以上の事柄からは，本来郡代の下で手となり足となっ
て働くはずの手代たちの実情が垣間見られる．改革にと
もなう地方支配の編成は，支配の末端で地域と直接関わ
る手代らの規律・刷新をも意図したものであったことが
わかる．

（名東・勝浦郡報告書）
　続いて，名東・勝浦郡報告書（図 7）を紹介する．こ
の報告書は，名東郡と勝浦郡の 2郡がセットとなってい
ることに加え，報告書自体が薄い（分量が少ない）とい
う特徴があり，なぜ，そのようになったのか理由は不明
である．
　報告書は，全 5ヵ条にわたり記載されており，名東郡
南浜浦での出火，名東郡芝原村の堤切にともなう家屋の
流失，昨年（1801）8月の大水被害，勝浦川筋における
漁業，両郡の宗門改について記されている．以下では，
8月の大水被害について紹介する．
　名東・勝浦郡報告書によれば，1801年 8月 20日に，
大雨による大きな洪水被害があったことがわかる．洪水
によって家が流されたり，押し潰されたり，また人や牛
馬が流されたりするなどの被害があり，郡代はそれへの
対策として臨時手当（御救い）を行っている．まず，郡
代は被害状況を確認するため，郡内に出役し，破損の
様子を見分している．水害にあい難渋している者は多

く，名東郡のうち 14ヵ村において，83軒それぞれに対し，
難渋の程度に応じて，赤麦 1斗～ 5斗ずつ，計 14石 8

斗を遣わしていることがわかる．これらの手当（御救い）
によって，老年の者たちは涙を流して感謝したと記され
ている．
　最後の「涙を流して感謝した」の一節は，「郡代報告書」
が上申を前提として作成されたという性格上，事実であ
るか否かは判然としないが，郡代が洪水被害に対し手当
（御救い）を行ったという行為自体は事実であろう．一
村レベルを超える広域的な洪水被害などについては，郡
代報告書を見ることによって被害の全体が見えてくる．

（名西郡報告書）
　最後に，名西郡報告書（図 8）について述べる．名西
郡報告書は，全 13ヵ条にわたり記載されており，郡中
役人（村役人）の不正や郡内平野部における藍作の状況，
山間部の状況，棟付改めや年貢上納などについて記され
ている．以下では，藍作の状況について紹介する．
　名西郡報告書によれば，郡内里分（平野部）では畠作
が卓越しており，「藍作第一仕」と記されるように，藍
作が盛んに行われていた．事実，名西郡内の平野部（現
石井町）は藍作の中心地の一つであった．報告書によれ
ば，葉藍が売買される時期になれば，「走問屋」と称す
る仲買躰の者が多く集まり，小百姓にいたるまで商人の
気質を帯びてくるという．さらに，藍の販売のため他国
に出向くと，他国における繁華な風俗に染まり，金遣い
も荒くなり，驕奢なくらしになるという．そのような状
況は，農政を担当する郡代にとって，看過できない問題
として映ったのであろう．
　さらに郡代は，藍作による年貢の上納に関して，次の
ような問題点を指摘する．すなわち，藍（藍玉）の価格
によっては，藍作に携わる者が困窮に陥る場合があり，
その背景には，藍相場は年によって乱高下すること，肥
料として使われる干鰯代金が高騰することなどが報告さ
れている．
　事実，藍作は収入に対して投入する干鰯代金の占める
割合が高いとの指摘がある（宇山，1982）．その意味で
藍作は，米作に比して投機的な側面があったと言えよう．

おわりに

　以上，国文学研究資料館が所蔵する徳島藩郡代関係文
書「郡代報告書」全 10冊のうち 4冊について，簡単な
解説を加えた．最後に，資料の特質と今後の課題につい
て触れておきたい．



徳島藩郡代関係文書について

― 41 ―

　徳島藩蜂須賀家文書に含まれる「郡代報告書」につい
て，最初に注目したのは安沢秀一である．安沢は徳島藩
に関するいくつかの研究論文を発表しているが，特に安
沢（1968）において，「郡代報告書」が活用されている．
上記の論文は，今から 50年前の研究成果であり，徳島
藩郡代研究の嚆矢と言えよう．
　この「郡代報告書」が作成された背景に，徳島藩 11

代藩主蜂須賀治昭が主導した徳島藩寛政改革がある．今
後の課題の一つに，改革全体のなかでの郡代の役割や具
体的な政策内容の検討などを行う必要がある．
　それとともに，「郡代報告書」はあくまで郡代の視点
で記されており，村・百姓が記録したものではない．言
わば，領主的観点で作成されたものであり，地域住民の
「自画像」ではない．先述したように，報告書は藩主あ
るいは藩政執行部に上申されることが前提となっており，
郡代にとって都合のわるい事は，当然記載されなかった
と見るべきである．そのため，地域の実情（地域住民が
とらえる地域）が反映されているか否か，さらに言えば
報告書の内容自体が「歴史的事実」であるか否かを精査
する必要がある．
　ただし，村方文書ではうかがえない情報も記載されて
いると考えられる．村方文書のみでは捉えにくい事柄（例
えば，広域的な洪水被害の状況など）も書き記されて
いる．より確度の高い「歴史的事実」にアプローチする
ためには，村方文書と「郡代報告書」とを重ねて合わせ，
ミクロな視点で一つひとつの事象を検証する必要があり，
その点は今後の課題である．

翻　刻

（凡例）
1．資料中の文字については，旧字は新字に，異体字や
略字などは正字に改めた．ただし，地名・人名や歴
史的な用語などで一部原文通りにしたものがある．

2．翻刻にあたり，必要に応じて読点「，」や並列点「・」
をつけた．

3．変体仮名は平仮名に改めた．ただし，助詞として使
用されている「者」（は），「江」（え・へ），「茂」（も），
「与」（と），「而」（て）はそのまま使用した．

4．編者による注記は（　　）に入れ，傍注とした．
5．資料中には，現在の人権意識からみて明らかな身分
的差別表記がみられるが，差別の歴史を科学的に研
究し，その理解に供するため，そのまま掲載した．

【全体の包紙】
「六番
　　寛政年中
　一御郡代御用手掛申上拾冊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

【海部郡報告書①】
（包紙）
「
　海部郡中御取締ニ附相手懸候次第申上帳
　　　　　　　　　　　　太田忠介
　　　　　　　　　　　　佐和滝三郎
　　　　　　　　　　　　赤川左蔵
　　　　　　　　　　　　岩田内之助　　」
（表紙）
「
　海部郡中御取締ニ附相手懸候次第申上帳
　　　　　　　　　　　　太田忠介
　　　　　　　　　　　　佐和滝三郎
　　　　　　　　　　　　赤川左蔵
　　　　　　　　　　　　岩田内之助　　」
海部郡之儀，従
御城下相隔路程遠ク，下情年々通達疎ク，訴詔自然と
発候ニ付，御郡代として私共海部表江引越，万事取修
方被　仰附候ニ付，諸願等日々指出来，下情も追々通
達仕，正風ニ導キ候義第一ニ相心得居申ニ付，先ツ者
邪成者之儀も追々相減候様子ニ相聞エ申候，
一郡中村浦とも養子縁組等之義，従来願出候義無御座，
心侭ニ取組仕来候処，近来彼是相究，百姓并加子人・
見懸人・来人共養子縁組之義，御作法之通追々願出，
証文指遣申様ニ罷成申候，
一田畠売譲等之義も従来不証文ヲ以売買仕来候処，是亦
御作法之通願出，裏判申付候様相運ヒ，不正之売譲等
仕候者ハ無御坐様ニ罷成申候，
一四国修行并勝手を以当時他国稼等ニ罷越候者共，　
時々願出切手指遣候御作法ニ御御坐候処，右様之義是
迄願出申義無御坐，心侭ニ罷越候所，万端相究り申ニ
付，時々御作法之通願出申様ニ罷成申候，
一郡中役人共始，我侭成義奢等之義も，先ツ相慎居申様
ニ相見エ申候，
一御作法向之儀も追々相教申ニ付，事ニ当り壱ツ宛相覚
エ申様ニ相運ヒ居申候，
一郡中村浦役人共始百姓共，
御城下江罷出候節，遠地之事故諸造用銀多ク相懸り，　
下々迷惑之節御坐候処，私共引越相勤居申ニ付而者，
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往来之費無御座，大ニ造用銀相減シ，下々相窕キ候様
子ニ相聞エ申候，
一在々宗門御改之義，前々ゟ村浦役人共申出之帳面ヲ的
ニ仕，御改成候所ゟ三代四代も以前ゟ宗判仕候百姓共，
名面ヲ其侭居エ置判形仕来候懸故，多分宗判不仕洩人
ニ相成，誠ニ表向之御法而已ニ相流居申処，昨春御改
ゟ者右様死去之名面者相省セ，家毎ニ壱人宛宗判仕セ，
洩人無御坐様精ク相行着，夫々当人名面ニ引直シ，御
掟之通宗判仕セ，最早洩人等者無御坐，正ク相成申候，
前段之懸ニ而以前者漸郡中ニ而，人数弐千三百七拾人
ならてハ，御改帳へ出不申候処，人数六千六百八拾人
余ニ相成，大ニ相増申候，随而棟附御改之儀，此頃追々
相手懸居申処，右之懸ニ而自然隠人等之不埒無御坐様
相成，棟附御改出来之上者，夫役銀大ニ相増，御為成
可申与奉存候，
一郡中従来之旧弊ニ而，百姓株売買仕候懸ニ御坐候故，　
身居難相分者共多ク田畠之義も色々名筋混雑ニ罷成居
申ニ付，先達而奉申上候通棟附御改，田畠調へ等之義
も，村役人共へ下調ヘ申付御座候，是等之義者第一之
御作法，且郷住之者共身居り家督居之基ニ御坐候故，
昨春宗門御改以来軒別相改させ，稠敷相究候ニ付，他
国者等不正ニ入込申義難相調様罷成申候，
一前段棟附下調ヘ等之義，役人共ヘ申付御座候得共，夫
筋之者共心侭ニ御家中家来等ニ罷成，其余身居ニ付万
端不正多ク，田畠之儀も名負違，又者不証文之田地或
ハ一村散田等，数ヶ村之義ニ御坐候而，過急ニ明白難
仕株数々御座候ニ付，急々相手懸申筈ニ申談候得共，
彼是不正多御坐候所ゟ私共了簡ニ難相居，指支候株々
者別紙ニ申出御座候，右之懸故急ニ者難立直奉存候，
一役人共始郡中之者共，御作法と申儀存不申所ゟ唯今ニ
到，免角不都合之義多ク御坐候内，勿論不正不埒之義
も御坐候得共，品ニ寄候而者，御作法不弁之所ゟ品も
なき事ニ相恐レ申義も御坐候而，ひたすら私共へ相も
たれ申様之人気ニ相見エ，一通りニ而者宜敷方とも可
申候得共，免角取処も無御坐様之風俗ニ相見エ，且役
人共始郡中之者共，私共心底ヲ相計り，御役所向之美
敷事而已ヲ相心懸申様之人気ニ相見候故，真実ニ御掟
御作法向之義，相教申義も過急ニ難相調，事毎ニ相当
り，壱ツ宛相覚エ申様致させ罷在候，是以せわり立候
而者表向而已ニ罷成，却而人気難立直可有御坐与奉存
候，右様之風俗，海部表第一之煩と奉存候，
一木頭山分村々百姓共之義者，聊之田地も大切ニ仕候而，　
殊外骨折申儀と相見申候，取分ケ切畠抔之義者，作付
以後人家相離レ，山端ヘ木屋懸仕家族共立別，猪・猿
之手当テとして数日深山ニ相暮シ，少々之田畠ニ而も

開立申義ニ御座候処，上下灘表之義者，田畠作付手入
とも殊外麁末ニ相見エ，第一朝寝等仕，田畦等ニ大豆
植付候者も無御坐候処，勝浦山分那賀郡辺之作付より
見合候得者，甚不出精ニ御座候而，所々田畠相荒シ，
又者空地開立申者無御坐候ニ付，彼是申談，右大豆蒔
付之義，昨年始而試ニ蒔付申付候処，相応ニ飼葉等迄
も出来仕申候，
一木頭山分村々百姓共，田畠下作仕候加地子米過半ニ　
相懸り申旨，并借銀之儀も過分之利足相懸，小百姓共
迷惑之向も相聞エ候ニ付，相糺させ候所，御年貢米弐
斗相立候田地ニ，加地子米之義者七，八斗壱石程も相
懸申段相違無御坐，右へ加地子米相滞候得者借銀証
文ニ致させ，過分之利足相加エ取立申段相違無御坐旨，
役人共始及白状候ニ付，根元加地子米并借銀利足之義
者，御作法有之義ニ候所，右様之不埒仕候段，重々不
届之旨稠敷相行着，以来之義者屹与御作法之通堅相守
候様申付候而，彼是相手懸罷在候，
一木頭山分之儀者，従来困窮仕罷在候ニ付，御年貢等之
義も年内ニ六歩通り上納仕，残四歩通り之義，翌春へ
至三月切上納ニ相成居申候，然処此度何角相都メ見申
候処，小百姓共困窮之段者相違無御坐，年々飢人等も
多ク御坐候得共，全ク百姓共作方不出精故之義ニ而
も無御坐，前段ニ奉申上候通，里郷之百姓ニ競へ申候
而者，殊外骨折候而作付仕候得共，何分加地子米之義，
御年貢十倍程も相懸り，借銀之義者過分之高利相懸，
頭百姓共心侭ニ押取申ニ付，田畠作徳ニ引合不申所ゟ，
困窮仕候段相違無御坐候，然処此度之都メ方ニ付，以
後加地子并借銀利足共御作法之通罷成候故，百姓共大
ニ相窕キ，殊外相悦ヒ居申候，従来噤取られ候難渋之
株相減候ニ付，此後之義者百姓共作徳米も相増申様ニ
罷成候故，飢人等も相減，且者年内ニ御年貢上納方も
相速取申様罷成可申と奉存候，
一渡孫太夫・三間才知助木頭御代官在勤之砌，木頭山分
之者共へ申付，取山検地負或ハ無用之谷間江杉植付さ
せ，壱人前三千本植付候得者証文指出，追而仕成ニ罷
成候節，杉三千本ニ付三拾本被　召上候筈ニ相極植付
させ候処，此節迄弐拾万本程植付相生シ居申候，証文
之義者拾万本程指出御坐候，相残拾万本之分も追々願
出，証文指遣申義ニ御座候，右植付杉之義至而良法ニ
而，追々山繁茂仕，山分百姓共渡世之基ニ罷成申義故，
百姓共甚相悦ヒ居申候，且者御国産相増御筋宜敷，御
為成申義ニ奉存候ニ付，猶又随分出精仕，植付候様申
付置御座候，

但，最初植付之義申付候砌者，安宅御役所并御林
方ニ而，御帳付木ニ罷成候義，百姓共相恐レ帰服
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不仕候ニ付，右両御役所御帳付木ニ者不罷成旨申
付，植付させ申候，右ニ付植杉証文ニ安宅御林方
御帳付之儀，指除候旨相認メ遣候義，証文之趣意
ニ罷成居申候，

一木頭山分村々之儀者，前段之通植杉追々繁茂仕，百姓
共渡世之基ニ罷成居申義ニ御座候得とも，上下灘之義
者，稼山野山并検地負とも，諸木伐尽申而已ニ而，諸
木植付候者者無御座，追々浅木山尽山多ク罷成候得共，
開立申義も不仕候段者，偏ニ稼方不出精故之義と奉存
候，且又諸木植付相調候山々御坐候而も，植付之義相
好ミ不申運者，前段稼方不出精之儀と相見候旨趣，左
ニ奉申上候，
一浦方有漁之節者金銀多ク取揚申ニ付，自然と融通仕候
而，手廻り安ク御座候故，手をぬらさす金銀利潤ヲ得
申事而已相心懸，稼方不出精ニ御坐候様ニ相見エ，自
然浦里とも，右様之怠風ニ相染候様相見申候，
一右様之稼山野山開立候而茂，過急ニ利益ニ成不申所
ゟ，其侭打捨置，榾木伐出候得者一日ニ三匁程儲候事
故，野山并荒地等開立申儀者，廻り遠キ事之様ニ相心
得，存付申者無御座，其日暮之様ニ相見エ申候，其上
漁父之儀者，惣而出入ヲ不相計者ニ御座候而，一平ニ
浦里とも，其風俗ニ押シ及シ候様相見エ申候，
一山分ゟ川下ケ仕候榾木等，川口ニ而荷揚ケ荷積等之節，　
近郷百姓共働キ候得者，少々之稼ニ者可相成候得共，
一向右様之働者不仕，浦人共義も無漁之節，或ハ天気
悪敷沖出相調不申節ニ而も，右様之働者不仕候，荷揚
荷積とも近郷之穢多共罷越，相稼申義ニ御座候，畢竟
金銀融通過，且者山海産物多ク候所ゟ，稼方却而不出
精ニ罷成申儀ニ御座候，
一前段海部表野山或ハ無用之谷間江，杉其余真木植付候
得者，御国産多罷成，且者百姓共大ニ為成申義ニ御坐
候故，役人共江申付，植付方之儀百姓共手元相行着セ
候処，甚相好ミ申旨ニ者御座候得共，是以安宅御林方
御帳付之儀，相恐レ申趣ニ相聞エ候ニ付，其段之儀者，
木頭山分同断ニ御帳付指除可遣候間，随分植付候様申
付候処帰服仕，追々願出候様子ニ相聞エ申候，程能被
相行候様罷成候得者，御国産相増，下々窕キニ罷成可
申与奉存候，且安宅御林方御帳付木之儀，相恐レ候趣
意等之儀，左ニ奉申上候，
一都而御国中山々之義，往古者殊外諸木生シ宜敷御坐候
而，大ニ御為成申様御記録等ニも相見エ候得共，追々
真木伐尽候故，次第ニ浅木而已ニ罷成，又者近山之分
者浅木迄も伐尽申所ゟ，尽山ニ罷成申義と相見エ申候，
是と申候も往古者諸木沢山ニ御坐候而，余程御為成申
候処ゟ，免角諸材木板等余計伐出候得者，当時之御為

成申ニ付，毎々仕成方致出精候様，彼是被　仰付候義，
御記録ニも相見エ申候，勿論仕成繁昌仕候程，御為成
申義ニ者御坐候得共，跡々諸木生シ方山繁茂之所相考，
或ハ真木之分三尺廻り以下之義者指留メ置，まざぎ仕
成ニ仕邪魔ニ相成候浅木之分者，随分伐出申様ニ仕候
而，山々年廻り相立稠敷相究り候得者，幾年ニ罷成候
而も尽山ニ罷成申義者有御坐間敷と奉存候，其上生シ
悪敷山々之義者，植付等之義不怠出精仕候得者，永々
之御為と相見エ候処，前段之通伐尽申而已ニ罷成候故，
尽山ニ相成，既御隣国土州表仕成方承合候処，三尺廻
り以下之木伐出候者相顕候得者，山取上咎申付候旨ニ
相聞エ申候，
一御林之義者勿論，其余検地負林稼山野山，并百姓共畠
地居屋敷等ニ生シ候松・杉・桧・楠・榎・椋，其余
とも安宅御用木御林方御用として御帳付ニ罷成候得
者，仕成之義相調不申，田畠之邪魔ニ罷成候而も伐申
義難相調，或ハ軒下等之木者，家下へ枝葉指込申様ニ
罷成候而も，枝下シ等も相調不申事故，野山検地負始
大木出来仕義者，却而百姓共迷惑ニ罷成候ニ付，生宜
敷木者猶以弐尋三尋ニ相成候得者必伐出申候，是等致
成木候迄建置候得者，大ニ為成申義ニ候得共，何分両
御役処御帳付之義相恐レ申処ゟ，右之通ニ仕候，此段
之義者御国中一枚之儀と相見エ申候，既木頭山分村々
植付杉，并此度上下灘表植付杉之義ニ付，相行着者安
宅御林方御帳付指除可遣旨申聞候得者，百姓共甚相悦
ヒ，早速植付之願申出候様子ニ相聞エ申候，右様御国
中山々諸木植付仕候而，追々繁茂仕候得者，永々之御
為ニ罷成候上，安宅御林方御用木之義も御帳ニ付不申
候とも，自然と指支不申様相運ヒ可申哉与奉存候，
一前段御用木之儀，御帳付ニ相成居申内ニも，朽木又者
枝枯ニ相成，成木不仕候而も，一旦御帳付ニ罷成候得
者御建置ニ罷成，又者百姓共田畠之上ニ生シ居申木，
御帳付ニ罷成候得者，田畠日覆ニ相成，作物相育チ不
申様ニ罷成，迷惑仕義ニ御座候得共，御用木之儀者不
軽義ニ御坐候得者，右様之土地ニ生シ居申木，御用木
御帳付之分者，御年貢引等ニ被　仰付候得者，百姓共
相恐レ申義無御坐方と奉存候，
一都而御林之外御用木御帳付ニ罷成候節，其年之御役所
ゟ郡御奉行御代官へ申談，村方相行着，百姓共格別難
渋之筋御坐候得者，程能遂了簡候様ニ被　仰付候得者，
相恐レ申間敷と奉存候，
一都而山分之義，疱瘡殊外相恐レ申義故，木頭山分之義
も稀ニ疱瘡人御座候得者，人家遠キ山ニ木屋懸仕，其
処へ病人まて指遣置，家内之者看病等仕候義者勿論之
義，見廻ニも罷越不申，適ニ疱瘡仕候者相雇，看病い
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たさせ申故，至而看病人無数高料ニ御坐候ニ付，忽チ
困窮ニ罷成申義ニ御坐候，其上看病人無御坐故，多ク
者相果テ申候，右ニ付以来之義者，疱瘡流行之節者里
郷之者指遣，看病致させ可遣候間，早々願出候様申付
候処，冥加至極難有奉存候旨申出，大慶仕候義ニ御座
候，　
一時疫流行之節，海部表村浦之者共，父子兄第之間柄ニ
而茂看病不仕，相恐レ逃退キ候程之懸故，勿論隣家之
者共何以音信シ可仕様無御座，右程之仕合介抱行届不
申，自然相果候者多ク，剰エ葬式之営も不仕，四國邉
路躰之者ニ取捨させ候程之義も相聞エ，誠ニ不実之
風俗浅間敷次第ニ御坐候ニ付，先達而以来厳敷右之処
相制シ，相諭シ御座候ニ付，追々心得方相直り居申候，
然とも不弁之百姓共従来染なし候風俗故，今以不心得
之者も御座候ニ付，厚相心懸罷在候，
一海部郡中所々御分一処之義，往古御口銀被　召上方，
御定ゟ者中奥之御口銀御建相増居申而已ニ而，荷積船
肩調らへ等者船主共申出之数ニ任セ，御口銀取立候様
ニ成行，御法者表向まてニ而荷積船肩ニ而相掠，不筋
ニ相流レ居申ニ付，先為御試昨今年以前御建之御口銀
ニ御引下ケ被　仰付，船毎荷積船肩等去未年ゟ正ク
相究り候処，却而御口銀壱ヶ年ニ而茂，大抵壱倍程茂
相増申候，尤ヶ程御口銀相増申候ニ付而者，下難渋之
向も可有御座哉ニ相見候得共，全ク右様之煩者無御座，
専ラ問屋共手元而已ニ而，大ニ利潤ヲ得候所より，御
分一処手代抔へ者，賄賂等之中消而已ニ相成居候而，
畢竟問屋共手元之利潤薄キまてニ而，御口銀増ニ相成
候而茂，下々之難渋ニ者相成不申様子ニ相聞エ，山本
ゟハ諸仕成物専相仕出居申義ニ御坐候，則一昨午・昨
未両年御口銀増減之運，左之通ニ御座候，
一銀札三拾三貫七百三拾八匁程
　　　　右者去ル午年中分
一同五拾七貫九百弐拾三匁程
　　　　右者昨未年中分
一諸産物積出壱歩相之儀者，銀札場御役所相司，御国中
一平ニ浦々川口ニ而，積荷之数ニ応シ壱歩相被　召上
御建ニ御座候所，多ク者其土地々ニ而年限相立，所請
ニ相成居申候，然処海部郡靹浦・浅川浦・奥浦三ヶ処
之儀，請処年限相充チ，去ル午六月ゟ御郡代所ニおゐ
て御取立被　仰付候ニ付，所請之儀者指止メ，御手口
之建ヲ以船毎ニ当り，積出之品々壱歩相取立仕候処，
大抵壱ヶ年分ニ而，所請之輩五ヶ年分之銀目程も御座
候而，大ニ御益成居申候，前段之通大ニ御益成候得共，
是以御分一処御口銀同断，所請之節者請負之者共手元
而已之中消ニ相成居申義ニ而，下々之難渋ニ者相成不

申様相聞エ申候，
一海部郡拾壱ヶ浦魚口之義，昨未正月ゟ御郡代手崎御手
口ニ被　仰付候，依之浦方一通り相行着申候処，彼是
入組不埒多御座候ニ付，昨夏ゟ廻浦仕夫々相手懸，追々
相都申儀ニ御坐候得共，従来役人共始頭立居申候者共，
私曲而已ニ相馴レ居申義故，過急ニ者難相究候得共，
昨今年之間相約メ候書附物等，夫々指上候而者却而相
奪ヒ，始末不仕候方哉と奉存候ニ付，先是迄相手懸申
候有増之処相認メ，奉入
　御覧候株々，左之通ニ御座候，
一郡御奉行請持之節，浦々高浪火災等ニ而難渋申立候而，　
所請ニ被　仰付候魚口銀請高，此度引渡銀目左之通ニ　
御座候，
一銀弐拾八貫目余
　　　　右者拾壱ヶ浦漁銀之内ヲ以，壱ヶ年分指上候御
　　　　口銀高ニ而御座候，
一昨未正月以来御郡代請持ニ被　仰付，此節まて取立候
漁銀高左之通，
一銀弐百三拾四貫六百目程
　　　　右者拾壱ヶ浦昨未年分魚御口銀惣高
　　　内三拾七貫七百五拾目程
　　　　右者定居運上銀并浦々諸造用共，昨未壱ヶ年分，
　　　同九拾四貫九百三拾目程
　　　　右者藍方江預込置候分，
　　　同七拾四貫四百六拾目程

右者米千石調代之内，銀札場ヘ相渡候分，尤右
米漁師為御手当浦々ニ囲置御坐候，

　　　同弐拾七貫四百六拾目程
右者浦々船網極難渋人共為御救貸付候銀目ニ而
御座候，

一同六拾七貫四百四拾目程
　　　　右者当申正月ゟ三月迄三ヶ月分魚御口銀高
　右之通壱ヶ年余ニ而茂魚口銀，大抵三百貫目余出来仕
候処，相考候而者，是迄為御救所請ニ被　仰付置御座
候内者，余有銀多出来可仕筈之処，浦々船網等まても
行足り不申段者，先達而も粗奉申上候通，役人共魚請
所方者自分之金銀置所之様ニ相心得，万事手荒ク諸造
用ヲ始，自分之入用等御座候節者，魚請所手代共申談
取散シ申候由ニ相聞エ申候，右之仕合故哉，此比ニ而
者役人共手元者殊外相迫り迷惑之様ニ相見エ申候，昨
年ゟ者少々之物入も自分之力ヲ以金銀指出申候事故，
人々家事之用不施ニ而，時ニ寄候而者難渋も仕候様子
ニ相聞エ申候，然共地盤海部郡庄屋・年寄之儀者，他
国酒御免被　仰付置御座候，其上役人ニ寄候而者，切
田等も被　下置御座候者も御坐候得者，不相奢取締候
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ニおいてハ，難渋仕候節者無御座候得共，無筆無算之
漁師共相偽，唯今迄漁銀心侭ニ仕暮シ付居申処，俄ニ
手迫り迷惑仕義と相聞エ申儀ニ御座候，
一魚買人共も所請之節者，不漁之砌ヲ見込，高利之金銀
貸付置，大漁之節取揚申候魚，下直ニ噤買等仕候由ニ
相聞エ申候，右之仕合金銀他借ヲ以売買仕候者共，請
処ニ而糴り申候魚少ク迷惑仕候，然所昨年ゟ御手口ニ
相成候而者，魚夫々御分一処江指出申候ニ付，小商人
為成申候由ニ御座候，且所請之節者魚請所庄屋・年寄
司居申候而，前顕之通金銀心侭ニ仕候処ゟ，無拠漁頭
共も取揚候魚，様々名ヲ付分取ニいたし申候儀者，昨
秋私共廻浦中ニ相顕レ申候，右之仕合假令壱ヶ月ニ漁
銀百貫目御座候而も，商人漁頭共請所方ヲ盗取抜買仕
候，此儀者前段役人共之不正ヲ見込ミ候処ゟ右様ニ成
来，金銀風前之如塵埃取扱申候故哉，是まて余有銀聊
も無御座候，右之懸故浦中一統ニ困窮仕，相衰申義と
相見エ申候，然処昨未正月ゟ此節迄，拾壱ヶ浦ニ而
千五百五拾貫余茂，魚取揚銀高御座候得とも，昨夏平
岩右膳殿廻浦，其上外御用ニ取紛私共廻浦も手延仕候
処ゟ，浦御奉行所々出張延引仕候ニ付，浦々役人共取
立之内，牟岐浦而已ニ而茂取揚銀実数承合候処，御口
銀之内八拾貫目余も可有之筈之処，右程ニ無御座候者，
抜ケ魚等多ク仕候由ニ相聞エ申候ニ付，大抵当正月ゟ
者浦御奉行浦々へ出張仕候，且者使番之者迄も指遣
御坐候ニ付，追々御究も相立申候儀ニ御座候，右ニ付
万一浦村とも金銀融通悪敷様之義も可有御座哉与，浦
御奉行江も能ク心ヲ付候様申聞置御座候得共，曽以
昨年程御口銀被　召上候得共，下難渋之義者相見エ不
申候，此段者恐悦ニ奉存候，然共御究以来相違申候義，
左ニ相認申候，
一是迄者郷分之者下畠ニ者立毛作付不仕，柿・蜜柑之類　
多ク植付，漁銀ヲ見込ミ売申候儀ニ相聞エ申候，先ツ
牟岐浦へ櫛川壱村ゟ年々売払申候柿，壱ヶ年ニ代銀拾
貫目余も売出申候義ニ御座候処，昨年者三貫目ならて
ハ売レ不申由ニ相聞エ申候，勿論外村浦とても右同様
之懸ニ御坐候御手口ニ相成，倹約仕候義哉，右様之姿
ニ相聞エ申候，従来暮シ方手荒ク仕付候者共ニ御座候
得者，中々過急ニ者風俗難立直儀ニ御座候，既御手口
被　仰出者，去ル卯年ニ御座候得共，下灘百姓共会合
等御坐候様之人気ニ御座候而，漸昨年以来追々何角相
手懸候程之事ニ御座候，
一郡中一躰ニ女共布機仕候者も無数，稀々ニ女之稼と申
者漁業多ク御座候節者，魚取扱ニ罷出候得者，一日一
夜ニ而も七，八銭目程も賃銀囉候処ゟ，相居り候家業
相好ミ不申候風儀と相見エ申候，

一村浦とも窮民ニ至迄，食物麦等者給へ不申候，第一米　
まてを給へ申懸ニ御座候，
一浦ニ寄候而者，礒稼女共出精仕候得共，浦柄ニ寄候而
者右様之稼不仕，免角大坂等ニ而奉公稼仕，風俗ヲ取
繕躰たらく，殊外奢り不都合義ニ相見エ申候，
一山業者杣之外民家ニ者不仕候，場処ニ寄候而者松之枝　
手くらニ仕候者も無御坐候，尤日和佐浦ゟ伊座利浦迄
者，右様之義少々宛者仕候者も御座候，
一浦ニ寄候而者漁業ニ沖出遅参仕，又者遠沖江者得罷越
不申候，右趣意者前件ニも奉申上候通，漁具年々株絶
ニ相成申候而，宜敷漁事得不仕候処ゟ，自然と若キ者
共他国水主稼等ニ罷出，相残候者共者老人或者幼年之
者共まてニ而右様ニ成行，船具等も麁末之処ゟ，猶以
相恐レ遠沖へ得罷出不申候，前々ゟ右様之成行ニ御坐
候故，日和佐浦・牟岐西浦抔者，若者迄も櫓手弱ク御
坐候ニ付，外浦ニ鰹抔釣申候而も，日和佐浦・牟岐西
浦之義者，遠方江得罷出不申候ニ付，昨年ゟ段々申聞，
鰹釣稽古仕セ申懸ニ御座候，其内日和佐浦之義者近沖
ニ而，鰹盛り之砌者釣漁仕候儀も御座候，
一先達而茂奉入
　御聴候通，大漁御座候節者其時捌ニ仕候故，四季漁間
ニ者犇与難渋仕，釣網等迄質物ニ指入，其日ヲ相陵兼
申儀者，平素心得悪敷故と相見エ，右様之節者相応之
営も可有御坐候処，前段ニも奉申上候通，地盤漁銀融
通過申候所ゟ，郷分迄も稼ニ不出精不実成人気ニ而，
等閑而已ニ暮馴，其上御作法向等之義者，唯今迄承候
事も無御座段者，郡中一体之儀ニ而，此儀者先達而茂
奉入
　御聴候通，郡御奉行・御代官ゟ触知セ申候而も，庄屋
共手元切ニ而，末々へ不申渡候事故，是亦唯今ニ而者
殊外迷惑之躰ニ相見エ申候，右之仕合御郡代ゟ申付候
義者，発端者心能請申候得共，二，三ヶ月ヲ過不申内
ニ請流シ申風俗ニ而御座候，右之仕合数々申聞候而者，
何壱ツとして相行レ不申，夫々手戻りニ相成申候ニ付，
何角上下之為宜敷儀も御坐候得共，過急ニ者難相手懸
義も御座候，
一浅川浦地盤困窮浦ニ而，去秋細魚網質物ニ指置有之候
処より，右細魚漁時節ニ至候得共，右之仕合無拠漁業
指支申ニ付，早速建置銀ヲ以拝借申付，質物網請返さ
せ候処，一両日之内ニ相応之漁事仕，殊外浦中大慶仕
候而，建置銀之難有義を始而奉存，早々返上願出，兼
而究之通漁銀ニ応シ返上仕らセ候処，昨冬迄ニ返上相
済申候，地盤右浦漁稼不出精ニ而，沖出適ならてハ不
仕，免角少々宛畠作仕，或ハ礒稼等第一ニ仕候浦柄ニ
而御座候所，昨年以来者殊外沖出出精仕候，
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一浅川浦・鞆浦壱ヶ月十五日代り之網代ニ而，鰭多ク取
揚申場所御座候得共，浅川浦之義者八手網，近年株絶
ニ罷成候所ゟ右漁業得不仕候，右ニ付八手網拝借，此
節願出申候挊方等之義相行着手懸置御座候，
一浅川浦ニ而当春灘寄鰯御座候節，地挽網袋逆しまニ付
申候懸ニ而，鰯漁事無数御坐候，孰レ不案内故，右様
之義ニ而者無御坐候，其子細者弐拾八，九年以来抑網
と申候鰯網，他国ゟ流行仕来候而，自然と海部郡中浦々
任セ網地挽網相劣り申義ニ御坐候，右之趣意者抑網之
儀者人数少ク，網元入等減少仕ニ付相行レ候得共，右
網ニ而者大漁難相調，其上所持之者共而已勝手成候義
ニ而，甚悪敷網ニ而第一仲間ニゟ寄り来候鰯，灘近ニ
而抑立申ニ付，殊外海中相響キ，朝寄り申候鰯昼迄者
居不申儀者，抑申故之義哉と相聞エ申候，右之仕合任
セ網・地挽網仕方不調法ニ相成申候儀ニ御座候，浦々
ニ而抑網ヲ飢饉網と相唱候得共，指止不申趣意之義者，
抑網所持之者勝手成外ニ故障も得不申義者，任セ網株
絶候故元入多ク相懸，其上鰯寄り不申所ゟ故障も難立，
其上役人地盤不出精故，右様之義ニ者聊も心寄セ無御
座，貪欲而已相心懸居申候ニ付，漁師共彼是乍嘆，無
拠其侭ニ相流居申候義と，相聞エ申候義ニ御坐候，
一昨年ゟ者私共見込ヲ以抑網指留候故哉，鰯灘寄り多ク
御座候而，数日有付鰯居申候ニ付，度々任セ網地挽網
漁業も御坐候得共，此義者唯今相居難申上，猶一両年
も相試候得者，右之処相居り可申方哉と奉存候，
一当正月ゟ海部郡御赦米之内，三千石御売払被　仰付候
ニ付，弐千石者銀七拾三匁相場ニ而，三月迄ニ御払被　
仰付候ニ付，残千石者浦方建置銀ヲ以，御郡代手元ニ
御調置ニ仕，当秋迄之間浦々御手当米として囲置御座
候故，一統難有相心得罷在候得共，免角一時ニ拝借等
仕申心得第一ニ而，無漁之節者人々諸稼又者礒稼小網
稼等仕候得者，無漁之節迚も難渋者不仕候処，少々之
漁事等ニ者心ヲ不寄候様之人気ニ而御坐候ニ付，夫々
心得方申聞候而も，以前御蔵米御売付被　仰付候節
者，当時ニ代銀も上納不仕，御年貢時節ニ者摺糠・木
葉等俵ニ入，御蔵ヘ上納仕候而，御米ヲ只取候様之心
得ニ罷在候処ゟ，此度所相場ゟ六，七匁も直段御引下
被成御払被　仰付候而も，格別難有とも発端者不奉存
候，且商人共大坂米今月ゟ買込置，翌月迄之内天気ニ
寄米船廻来不申節，又者大坂相場之趣ニ寄彼是相犯ハ
せ，壱石ニ付五，七匁も一時ニ直段引上，高利取或ハ
七拾五匁之米，山本稼人共抔へ者ハ八拾四，五匁ニも
売払候処ゟ，米商人共者御払米相調，山分へ売付候様
之義不仕，商売相休ミ居申様ニ相聞エ，近郷之者小買
迄ニ而，遠山之者者難渋之趣相聞候ニ付厳敷申付，米

売人共之内勝手宜敷者共へ御米割苻仕，売付候懸ニ御
坐候而，追而御米売払相済ミ他国米指明候処，俄ニ直
段高料ニ相成候ニ付，御払米之難有義ヲ，始而奉存候
程之人気ニ而御座候，右之懸ニ而者何分追々取締不申
候而者，程能難相成奉存候，
一以前魚口所請之節，漁師共之内無漁困窮ニ而，沖出相
調不申節者，所請余有銀ヲ以浦内ニ而融通仕来居申候，
然処昨年以来御手口ニ相成，余有銀之義者御郡代所建
置銀ニ相成候ニ付，無漁之節浦人御手当テとして，前
段之通御米千石建置銀之内ヲ以御調ニ相成，囲置御坐
候而，浦々無漁之節漁師共難渋之者ヘ者，当春ゟ此節
迄，御米三拾石壱斗五升浦々へ貸付御座候，尤月々取
揚銀之内引除させ，当申九月切ニ返上仕セ申義ニ御坐
候，
一牟岐西浦来人四郎兵衛義，地盤困窮人ニ而御座候得
共，生得無欲成者ニ而随分心得宜敷，親代迄家督も
少々御座候而，金銀貯も御坐候得共，四郎兵衛年若之
節大病仕，彼是養生等ニ物入多，自然と困窮ニ相迫り
居申候得共，親代ニ貸置候金銀も，先方難渋仕居申者
へ者，聊も催促不仕由，勝手相応ニ仕居申者へ者，致
返弁呉候様申入候而も，断り申越候得者，両度と者不
申遣，一筋ニ身分稼方無怠出精仕候由，且昨冬私共廻
浦中ニ鰯灘寄仕，地挽網組之者共鬮取ニ而，右四郎兵
衛壱番網ニ相当り，早速網置廻シ候処破網之義故洩可
申と，弐番網之者二重ニ沖合江網置廻シ候処，四郎兵
衛網程能朝飯後ゟ昼過迄ニ挽揚ケ，右様隙取候義も貧
人ニ而，人雇等も得不仕故と相聞エ申候，且其頃浦内
壮年之者口論之場処江，右四郎兵衛行懸，其節之取扱
始末承り候所，彼等躰ニ者神妙成仕方，彼是心得宜敷
者ニ御坐候ニ付，余有銀之内拝借仕セ可申と存，旁浦
役人共へ申含，拝借願出候様申聞候所，難有仕合ニ奉
存候得共，無家督之義故返上之程相恐レ，辞退申出候
ニ付，篤与入割申聞させ候而，所持之網繕仕セ質物ニ
指出さセ，銀札壱貫目拝借申付候ニ付，右ヲ以質物ニ
置有之，かなしり網大魚網請返申度旨，質主ヘ申入候
処，上ゟ拝借ヲも被　仰付候程之事故，其侭指戻遣可
申旨ニ候得共，四郎兵衛義承知不仕，利足之内少々減
少いたし囉候而請返シ，且者地挽網ヲも修覆仕，昨冬
ゟ当春迄ニ四郎兵衛廻りニ者仕合能ク，鰯ニ而五，六
貫目も挽揚申候ニ付，右拝借銀壱貫目者当春迄ニ夫々
返上仕候，右四郎兵衛拝借銀ゟ余有銀建置之難有義，
牟岐浦始浦々とも殊外響候而，人気相治り申義ニ御座
候，聊之義ニ者御坐候得共，右次第も奉入
　御聴候，
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　右件之通海部郡中昨年以来，相手懸候運相認奉入
　御覧候，何分年来之旧弊ニ御座候故俄ニ難取改，追々
相手懸取調ヘ罷在候，誠郷分第一之人居り田畠名居り
を始，其余諸事御作法相流居申義故，万端御取調へ方
之義，重々相速取候様ニ申談罷在候得共，前段ニも奉
申上通不弁之者共ニ御坐候得者，格別せわり立候様ニ
御座候而者，表向而已ニ罷成，却而御作法難相行レ様
ニ奉存候，右ニ付寛急之次第を相建テ，取締り御法相
正シ申ゟ外者無御坐義と厚ク申談，相手懸罷在候，既
一昨年冬都メ迄之義者，従来之不正不埒之仕成方逐一
ニ相行着候まてニ而，唯今之御用筋ニ相競へ候而者一
筋之儀故，相速取候道も御坐候得共，昨年以来之義者，
誠ニ海部表従来相流居申御作法筋御取立之義故，明細
ニ相行着引直シ申義ニ御坐候処，従来之不正而已ニ相
馴レ居申人気ニ御座候得者，中々過急ニ難行届奉存候，
然共唯今之通追々相手懸罷在候得者，自然と旧風相忘
レ候様相成可申と奉存候，郡中之者共私共心中而已相
窮居申儀ニ御坐候得者，同役共之内壱人ニ而も身振相
変り候様之義御坐候得者，忽相狂ヒ申様之人気ニ相見
エ申候，此段之義者至而難申上義ニ者奉存候得共，彼
表風俗之義故，此段不顧奉申上候，且何角相手懸罷在
候内ニ者，追々御為成可申筋等者，数々相見エ申儀も
御坐候得共，第一之御掟等之義も難相行レ風俗故，唯
今右様之儀ニ相懸り申様ニ御座候而者，迚も旧弊不正
之風俗引直シ申儀難相調御坐候ニ付，御元居り之所ま
て重々申談罷在候，御作法向正ク相行レ候様罷成候
得者，追々御為成申道者幾重ニも出来可仕哉与奉存候，
以上
　　申

（寛政12年［1800］）

閏四月七日

（17・18丁の間の挟込み文書）
（包紙）
「　　　　　　　太田忠介
　　上　　　　　佐和滝三郎
　　　　　　　　赤川左蔵
　　　　　　　　岩田内之助」
　　覚
海部郡之儀遠境故，自然御法令茂流幣多，村民浦人共難
渋之懸御座候ニ付，万事御調ヘ被　仰附，御取締被　仰
附候ニ付，彼是相手懸候次第等，別帳面を以奉申上候，
以上
　申閏四月七日　　太田忠介
　　　　　　　　　佐和滝三郎
　　　　　　　　　赤川左蔵
　　　　　　　　　岩田内之助

【那賀郡報告書】
（包紙）
「
　上
　　　　　　　　　平尾勘左衛門
　　　　　　　　　乾　新平　　」
（表紙）
「
　那賀郡一昨秋已来
　相手懸候御用方申上帳
　　　　　　　　　平尾勘左衛門
　　　　　　　　　乾　新平　　」
　去ル申九月御郡代被　仰付候而，猶亦御書付を以被　
仰出之御趣意奉畏候，然処私共手崎場広御座候而，未
夫々ニ相当り委曲難奉申上奉存候得共，節々出郷仕彼
是申談，相手懸居申候郷分之次第，左ニ一ツ書を以奉
申上候，
一那賀郡之儀，山分里郷海辺ニ而，所々人気之趣相違仕
候様相見江申候，尤是迄村役人不正成儀者一躰之儀ニ
相見江申候，右ニ付而者，其事毎ニ相当糺明仕申儀ニ
者御座候得共，年久敷儀者彼是相混居申，速ニ了簡仕
申儀も難相成奉存候ニ付，先達而当職ゟ内達御座候棟
付御改之儀急々相調へ，第一百姓共家続之次第相居置，
田畠調等も仕置不申候而者，万事混雑ニ而難相居り奉
存候，随而夫々屹与取調へ申心得ニ罷在候得共，前段
奉申上懸り是迄数年相混罷在候儀，容易棟付下調へ等
ニ取懸候而者，従来之弊風染付居申者共ニ御座候得者，
却而不筋成儀も一々ニ顕兼，洩人等も出来仕可申与奉
存候，其上右御用方申付候役人共，勿論正直ヲ元ニ相
建，相応ニ事之趣も相弁居申者ニ無御座候而者，是迄
之通不筋之洩人も出来仕，并田畠調方等之儀明細ニ相
行着候様之儀，過急ニ者出来仕間敷様ニ奉存候，郡中
組頭庄屋共始村役人共ニ至迄，右御用筋申付候ハヽ可
然様奉存候者，指当少御座候様相見江申候ニ付，人柄
等相撰，彼是御用筋申付相試罷在候，
一木頭御代官之儀御指止被成，私共手崎江御付被成候，
然処右御代官所之儀者，前々ゟ惣御代官とも時々申談
等無御座，大抵壱手崎切ニ相片付申候儀ニ付，外御代
官所一様ニ不罷成，第一御年貢上納方其余夫離養子暇
田畠売譲ヲ始，万事区ニ相成居申候，此段之儀者従来
手代共江相任セ候処ゟ，役人共馴合賄賂ニ相迷，万事
容易ニ相心得候処ゟ不究ニ罷成候儀与奉存候，既ニ御
年貢等も多春入未進等ニ罷成候懸ニ付，彼是相行着候
所村々請負人御座候而，百姓共ゟ者年内上納成候御年
貢米も，右請負之者手元ニ而遅滞仕，畢竟春入未進等
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相成候懸ニ付，段々承立候処，於村々ニ御年貢請負仕
候者拾三人御座候ニ付，右之者共夫々慎申付置，猶亦
重々承立候所，昨年ニ而者村々右様請負仕候者も無御
座候内，雄村五人組権左衛門儀右請負指止不申趣相聞
候ニ付，召呼吟味仕候所，申披難相立不埒之仕合ニ付，
役儀召放牢舎申付候，其後手崎一枚ニ響合，只今ニ而
者御年貢米請負仕候者無御座，御年貢始諸上納物御日
切之通速ニ上納成申候，桑野村庄屋紅露弥左衛門従
来情弱ニ勤成，五人組之内庄屋同意之者四人御座候而，
一躰村内不究ニ罷成居申，彼是不正之義御座候ニ付役
儀召放，隣村庄屋江兼帯申付，五人組之儀者人柄相撰
跡役申付候而，彼是為相究罷在候共，枝村之儀百姓共
少，御家中譜代家来并無役人之類，大場田地相扣罷在
候処，地役江相当り候諸懸物，右家来無役人共先年ゟ
指出不申ニ付，小百姓共江右割苻多ク相懸，迷惑仕居
申段顕然仕候ニ付，前段家来無役人之内田地多相扣候
者共僉儀仕候処，賀嶋長門家来江川利左衛門・池田周
防家来宿善兵衛・南荒田野村庄屋久米貞右衛門，右三
人之者共大場田地相扣居申候ニ付，夫々召呼吟味仕候
所申披相立不申，不埒之仕合ニ奉存，牢舎申付置御座
候所，昨二月内町出火之砌牢屋怪敷罷成候ニ付，入牢
之者共悉相搦メ寺町筋江立退せ申候，其砌右三人之者
共儀搦等不仕当中旅宿江罷越，神妙ニ可罷在旨申渡立
退せ申候，右翌日旅宿相尋さセ候処，孰も神妙ニ於旅
宿恐入罷在候，右旁ニ付即日牢舎指免申候，其後外々
之者共江茂響合，右様之類夫々田地江相掛候儀者割苻
指出申候趣，役人共ゟ申出候，
一郡中諸割苻物，甚不同ニ罷成居申候様相聞江申候ニ付，
右様御座候而者，第一百姓共甚迷惑成候筋ニ相当候ニ
付，夫々調へ申付，追々帳面指出相改申候処，於村々
引高多仕置諸割苻平等ニ不仕，役人共不正之取計御座
候様相見江申候，地盤庄屋相勤候者家族并小家下人ニ
至迄，夫役御免被　仰付，外ニ加勢夫指遣，扣高之儀
者諸懸物割苻等指除御座候，右之仕合故前段引高等多
仕置，不正之工ミも出来仕候様奉存候，其上右様ニ御
座候而者，大場田地相扣小家下人等多御座候者共者役
料大ニ相当り，扣地少ク小家下人等無御座者共之儀者，
加勢夫迄ニ而甚不同罷成居申候，右之所ゟ自然不正之
工ミも出来仕，次第ニ増長仕候儀と奉存候，是等之儀
者都而夫役加勢夫等被　召上，引高等仕儀御指留被　
仰付，筆紙墨料被　下置度奉存罷在候，此段之儀者南
北同断之儀ニ御座候得者，同役共篤与申談，追々取調
相窺申心得ニ罷在候得共，相手掛罷在候運先奉申上候，
一手代佐藤善三郎儀，勤方心得不宜御取改小口之儀，其
侭召仕候而者，外手代共響合ニも相成可申様奉存，海

部郡之儀者引放レ罷在候ニ付，右御郡代申談彼地江罷
越相勤候様申付御座候所，無程病気申立暫不参仕罷越
候義，日延等申出一応者承届候所，実病共相聞江不申
候ニ付，屹と罷越候様申付候処，彼是過言申罷越不申，
甚不埒ニ付先牢舎申付置，当正月手代役召放，海部郡
出羽嶋住居申付候，既手代共之内御用筋誹謗等仕，以
前郡御代官勤之通引戻候心底之者御座候而，吟味及白
状咎申付候懸配下之者共，右様軽卒ニ相心得候段，従
来之弊風俄難取改仕合ニ奉存候，右ニ付善三郎咎申付
候段，奉申上程之義ニ而者無御座候得共，為御引合之
奉申上候，
一先達而郡御代官在勤之砌，平嶋又太郎家来一件ニ付
度々行縺候懸合御座候而，時々申出候懸ニ御座候得共，
先其侭ニ相成居申様相見江申候，既ニ博奕之儀者度々
御究之儀被　仰出，於承居江候ニ者何者不寄為召捕候
様被　仰出候ニ付申談，彼是取究罷在候処，岩脇村ニ
住居仕罷在候繁蔵儀，兼而博奕相好専頭取等も仕候段
承居候ニ付，昨十月為召捕役人共江預置，外ニ今壱人
彼者同類御座候ニ付，召捕として隣村江罷越候，右跡
ニ而又太郎家来共推参理不尽ニ召連帰候，其節之次第
先達而本〆之面々江申出御座候，右様下々迄不法ヲ募
候，兼而申付方等も可有御座哉と奉存候得共，不一通
先方是迄之振合旁先本〆迄申出置候得共，指当り私共
不行届之仕合奉恐入候，且長

（那賀川）

川筋鮎漁事等之儀も，昨
年ゟ人別ニ相行着請所申付候ニ付而者，彼是相究罷在
候所，又太郎家来勝手ニ投網等仕候者御座候様相聞江，
外々江響合不究ニ御座候ニ付，屹与究申付度奉存候得
共，前件之次第ニ先運置御座候上，是迄之懸ニ而者只
今之侭懸合，又候行縺候而者却而御手戻ニ可相成哉と
奉存，先其侭ニ仕置御座候，私共手崎之儀又太郎家来
数拾軒御座候而，何角相手懸候事毎ニ相当り手縺ニ相
成可申懸ニ奉存候ニ付，為御引合之此段奉申上候，
一仁宇谷筋御年貢茶，木頭御代官取立候節者，盆前ゟ盆
後迄ニ追々上納為仕候処，都而上納物御定日限之通上
納申付候儀故，茶仕成時節相後レ候節者百姓共難渋仕，
遠境之儀ニ候得者，徳嶋迄指出候儀も造用多相懸迷惑
仕候趣ニ相聞江候，并上納時節指懸茶製仕候儀故，干
目等も行届不申上納ニ相成候而茶性合相損，追而御売
払之節直段下直ニ罷成御為成不申ニ付，彼是申談候所
代銀上納ニ申付候得者，御不益之筋無之，百姓共窕ニ
罷成申候ニ付，猶亦相行着候処壱斤ニ付銀五分宛上納
被　仰付候得者難有奉存候旨申出候，右様被　仰付候
而も，是迄御払直段ゟ御為成，第一山分之百姓共窕ニ
相成候ニ付，存寄元〆之面々迄申出御座候，指引等左
ニ奉申上候，
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一御年貢茶壱斤ニ付三分四厘六毛宛
　　　　　但，去ル己ゟ去酉年迄五ヶ年之間
　　　　　押シ平シ候直段
一同五分宛
　　　　　但，当年相行着代納ニ申付候直段
一椿泊浦之儀，是迄所請ニ被　仰付御座候而，壱ヶ年運
上銀六貫五百目宛所役人共ゟ上納仕居申候所，昨年四
月右請年明ニ罷成候ニ付，所役人共ゟ困窮之浦柄之
儀彼是申立，右所請ニ御居江被　仰付被下度段等申
出，森甚五兵衛ゟも所請之儀相願，何分浦人共困窮之
運申立，毎事甚五兵衛ゟ手当等も仕遣申儀，今更所
請相離候而者櫓手指支候段も難計趣等申越候ニ付，猶
亦同役共厚申談候処，甚五兵衛拝知と者乍申百姓とも
違，浦人共ニ御座候得者，魚口之儀者都而被　召上候
儀故，不漁等ニ而漁師共困窮之砌者，時々拝借等も厚
被　仰付度奉存，先当時役人共江申付，魚口銀取立之
儀為相究候様仕度段申出候所，申出之通被　仰付，猶
亦浦人共難渋之懸等篤と為見届，材木目付岡藤七小家
岡六郎太儀，兼而銀札場御用ニ付右浦江も度々罷越，
地盤之様子案内仕罷在人柄相応ニ相見江申候ニ付，篤
と申付内々為相行着候処，発端所請之儀彼是相願候得
共，実々漁師共者御手口ニ被　仰付候儀，相願罷在候
趣ニ相聞江申候，此段之儀者漁具船等相損候節者拝借
為仕，不漁打続難渋之砌者沖出飯料指遣候，海部浦方
取行之儀伝承仕居申，前段御手口之儀相願罷在候様相
聞江申候，右旁五歩一銀悉不被　召上，是迄之通壱ヶ
年ニ六貫五百目宛被　召上，相残銀高之儀者建置銀ニ
被　仰付被置，不漁打続候節者沖出飯料并漁具相損候
節等，時々私共了簡を以相応之手当等仕遣候様被　仰
付候ハヽ，弥漁業出精仕往々浦成立可申様奉存，猶亦
其段申出候処夫々申出之通被　仰付候ニ付，岡六郎太
江究方御用申付節々指遣，漁具船等繕出来難仕者共江
者拝借申付，不漁打続飯料等指支候者共江者沖出飯料
指遣候，前段之運ニ付漁師共一統冥加至極難有奉存罷
在候，右五歩一銀昨四月ゟ当三月迄丸壱ヶ年四拾八貫
目余御座候，右之内拾壱貫目余諸造用銀并漁具出来
繕等ニ拝借申付，且是迄所請之定数運上銀六貫五百目
余者御勝手方江為相納，同三拾貫目余者建置銀ニ仕置，
藍方御代官江預込御座候，則左ニ員数相認奉申上候，
一四拾八貫七百拾五匁四分七厘
　　　　去酉四月朔日ゟ当戌三月晦日迄，諸魚御口銀
　　　内拾壱貫七百七拾五匁壱分九毛
　　　　諸造用并漁具船出来ニ付，拝借申付候分
　　　同六貫六百三拾六匁七分七厘
　　　　是迄之通御勝手江相納さセ候分，但，弐歩相包

　　　　銭共
　　残三拾貫三百三匁五分九厘壱毛
　　　　建置銀ニ仕金銀銀札を以藍方御代官江預込御座
　　　　候分
一右椿泊浦之運伝承仕，中嶋浦・今津浦漁師共ゟ漁具仕
入銀拝借仕度段，毎事願出申候得共，右両浦之儀去ル
辰年ゟ御手口ニ被　仰付，浦役人共江取立申付御座候，
然共五歩一銀之儀者，年々不残上納仕らセ建置銀無御
座候ニ付，速ニ拝借等申付候儀も相調不申，其上是迄
究方行届兼候様相見候ニ付，此後之儀椿泊浦同様之
運ニ被　仰付度，彼是存寄元〆之面々迄申出御座候処，
申出之通被　仰付相手掛罷在候，
一長
（那賀川）

川筋鮎諸魚漁事之儀，是迄入札を以請所ニ被　仰
付，運上銀壱ヶ年三貫四百六匁余上納仕罷在候，然処
長川筋之儀上者海部郡古屋・平谷・赤松江相当り居申
候，右村々ニ而下請仕候者共，右川請所仕乍罷在元請
之者ゟ押江自由ニ漁事も仕らセ不申，関等懸取候節者
元請之者罷越見及候而，彼是貪ヶ間敷儀申懸多金銀指
出さセ候儀，度々御座候而，山分之者迷惑仕趣，海部
御郡代ゟ申来候ニ付，猶亦申談候所村々人々江相当り
請処申付候得者，何れ元請之者も無御座，第一山分之
者共自由ニ漁事出来仕可申と奉存，昨四月出郷仕夫々
人別ニ相行着候上，村切ニ請所申付又ハ投網瀬張大綱，
其余品々漁方之運ニ応シ運上銀相行着候所，都合八貫
四百目余ニ相約り，其段元〆之面々迄申出置御座候所，
昨秋度々出水御座候而鮎大半押流，請所人共迷惑仕候
段相聞申候ニ付，相行着候所，実々不漁之段相違無御
座候ニ付申談，運上銀之内弐貫弐百弐拾八匁余引捨遣，
相残五貫弐百目余之分上納申付候所，一統難有奉存候
旨申出候，昨年分右様減少仕遣候而も，是迄上納成候
員数ゟ者余程相増居申候，当年ゟ前段之五貫弐百目余
ヲ元ニ相立年々上納仕せ，相残銀高之義ハ建置銀ニ被　
仰付候様存寄相認，元〆之面々迄申出御座候所，申出
之通被　仰付候，運上銀員数左ニ奉申上候，
一三貫四百六匁六分六厘七毛
　　　　是迄三ヶ年諸所之節，壱ヶ年分運上銀
　　　　但，海部・那賀両郡
一八貫弐百九拾五匁六分
　　　　昨酉四月人別ニ相行着候運上銀
　　　内八百六拾六匁
　　　　　海部郡江相付候分
　　残七貫四百弐拾九匁六分
　　　　内弐貫弐百弐拾八匁八分八厘
　　　　　　去秋度々出水ニ付引捨遣候分
　　尚残五貫弐百目七分弐厘



松永友和

― 50 ―

　　　　　昨冬上納仕らセ候分
一昨秋度々之風雨出水ニ付，流家潰家多万民之艱苦一方
不成候段，彼是厚キ御趣意被　仰出難有奉畏申談，出
郷仕村々困窮之運家躰夫々見分仕，難渋之厚薄ニ応シ
為御救御囲籾之内指遣御趣意篤与申聞候処，一統之者
冥加至極難有奉存候旨申出候，右之内ニも女子老人抔
ニ至り候而者，前々之通御救聊之儀と相心得候哉，小
袋等用意仕罷出候者も御座候所，右様之者共江其窮ニ
応シ一俵二俵指遣候所，却而当惑仕候躰ニ相見江候ニ
付，猶亦相尋候所存懸なく沢山ニ頂戴仕候所ゟ，途方
ニ暮レ罷在候旨申出，落涙仕三拝仕候懸ニ御座候，并
孤独之者共端々御座候而，難渋此上無御座候程之窮民
ニ付，厚キ御手当等も指遣申度奉存，猶亦勘考仕候
所，日々稼を以相暮罷在候者共ニ御座候得者，一時ニ
指遣候而者独身之者共却而用心も不宜，稼之怠りニも
相成可申様奉存候ニ付，御趣意篤与申聞進々ニ指遣申
候，地盤扣地等少々御座候者も売絶居申只今無家督ニ
相成，前段之懸養子等も出来不仕候様相見江申候ニ付，
売地等有之候者之儀者受返シ，養子仕百姓株相立候様
了簡仕遣度，役人共之内人柄相撰調ヘ等申付置候儀ニ
御座候，猶亦相行着候上者売置候田地も受返遣候得者，
相続之通も相立子孫繁栄仕，追々百姓役丈夫ニ相勤候
様相運可申与奉存，相手懸罷在候，冨岡町魚之店ニ罷
在候賀嶋長門頭入町人泊屋馬次惣領政蔵拾六歳ニ罷
成，至而孝心之趣兼而役人共ゟ申出候，右ニ付内分彼
是承合候所，実々所行宜敷孝心ニ相聞江候，右之次第
者地盤馬次儀酒ヲ好生得苛察者ニ而，何之稼も不仕一
日送り暮兼居申者ニ而，家内五人御座候所，右政蔵拾
一歳ゟ少々宛魚担商売仕家族相養，馬次酒ヲ相好候ニ
付，日々少々宛者是非指遣，尤雨天等ニ而魚商売無御
座候砌者，右町内相願米賃蹈等仕，右価を以酒米等相
調，家族共相育ミ無他事稼出精仕罷在候，若年之者ニ
者候得共，意宜敷者之儀ニ御座候ニ付，困窮人為御救
出郷仕候砌父子共召呼，馬次儀者平素不心得之段申渡，
以後屹与取改候様呵置，政蔵所行宜敷孝心ニ付，先此
度為御救籾三俵指遣候条，尚追々無怠相心得候様申渡
候所，馬次儀も本心ニ立直り候躰ニ相見江落涙仕，畢
竟政蔵孝心相顕斯御目通江罷出，彼是被仰渡候段恐入
難有仕合奉存候旨申出候，其日者在々困窮人共籾指遣
候ニ付，右町江数人呼出置候者共も馬次父子江対シ挨
拶仕躰ニ而，壱統感涙仕儀ニ御座候，一昨年御取改已
来御年貢方始万事彼是相行着引直候ニ付而者，不弁之
所ゟ疑惑仕罷在候者共ニも御趣意厚相貫キ，私共手懸
方之速取ニも相成，難有仕合ニ奉存候，右之段奉申上候，

前顕之通那賀郡村浦，一昨秋已来私共相手懸候模

様，不都合之儀も御座候哉とも奉存候得共，有姿
之処無指扣奉申上候儀ニ御座候，猶追々之趣等相
手懸候上可奉申上候，以上

　　　　　戌
（享和2年［1802］）

七 月
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【名東・勝浦郡報告書】
（包紙）
「
　上
　　　　　　　　　　　　　　真藤新五
　　　　　　　　　　　　　　平瀬角右衛門」
（表紙）
「
　名東・勝浦郡両郡一昨年已来
　相手懸候御用方申上帳
　　　　　　　　　　　　　　真藤新五
　　　　　　　　　　　　　　平瀬角右衛門」
　一昨年御郡代被　仰付，被　仰出候御書付之御趣意奉
畏，早速先達而太田忠介・佐和瀧三郎江被　仰出候御
書付ヲも奉拝上，私共愚昧之儀ニハ御座候得共，偏是
迄心得薄所ゟ万事不安被為　思召上候段奉恐入，何卒
速ニ　思召之万一ニ茂相叶候様仕度奉存候ニ付，申談
相勤罷在候得共，何分小器之私共，先達而郡御代官所
勤方風儀難離，諸事手懸方之仕成手重罷成，万端決着
之期ヲ失，四々臨時之繁雑成儀ニ被相妨，吟味訴訟之
片付も相潰，且当年勧農御普請之儀も御入目之相減候
而已ニ相拘，取付之時節相後，郷分繁多之時節江も相
懸，彼是下迷惑之節出来仕候段，御書附之御趣意ニ相
叶不申，重々奉恐入候儀ニ御座候，此度惣而海部大西
勤向之通相心得候様被　仰付候ニ付猶亦取改，得与右
表之手懸方申談，手懸仕申度厚相心得罷在候，前段之
仕合名東・勝浦両郡之儀，奉申上候程之儀無御座候得
共，左之段奉申上候，
一昨二月九日，名東郡南濱浦御番人藤田分左衛門宅ゟ出
火ニ而，家数六軒・納屋三軒焼失仕候節，加子人岑次
加左衛門居宅類焼仕候ニ付，於火事場白米壱斗宛相調
指遣申候所，早速右様御手当頂戴仕候段，一入冥加至
極難有旨申出候，尚亦村内近村ゟ罷越相防下火消候儀，
夜深候迄相懸申候ニ付，粥指遣相働せ申候，白米壱斗
壱升余ニ而行届申候儀御座候，
一昨七月三日，出水之節早速出郷仕，痛之様子見分仕候
処，名東郡芝原村堤切口ニ当，百姓共之居宅弐軒潰家
ニ罷成，家物相流申候，右之内御蔵百姓熊次郎江臨時
為御手当赤麦五斗相調，見分先ニ而指遣申候所，誠不
存寄躰ニ而申出候者，家族漸助命仕候得共，甚不仕合
ニ御座候而，聊之御年貢取替之方江指戻可申与，作物
売払候代銀札，其節受取場，右ヲも相流当惑仕，所詮
住居も得仕申間敷与覚悟仕罷在候所，親類近隣之

（愍ヵ）

ニ
而，当時類親之者屋敷内ニ小屋懸仕呉罷在候，御慈悲
ヲ以頂戴之麦飯料ニ仕候内，家床土持仕，潰家之残木

ニ而小屋懸仕，住居仕可申と奉存，冥加至極難有旨申
出候，勝浦郡論田浦江大谷村ゟ来り百姓権八儀，地盤
極々困窮人ニ御座候所，堤切口ニ相当，弥難渋之躰ニ
御座候ニ付，大麦弐斗相調遣，同浦加子人嘉蔵儀，昨
春火難ニ逢，小屋懸仕罷在候所，同所切口ニ相当，難
渋之躰ニ御座候ニ付，右同断指遣申候所，両人共冥加
至極難有旨申出候，同郡飯谷村百姓喜代太儀，地盤極々
困窮人ニ而居宅相潰候ニ付，村内ゟ居宅拵遣御座候所，
風雨ニ付殊之外大破仕，難渋之躰ニ御座候ニ付，赤麦
弐斗相調指遣申候，同村清七義，先年郡役ニ罷出，大
谷御屋敷御用之御材木ニ而怪我仕，手足相叶不申，子
弟無御座，妻義癲病之持病ニ而，次第ニ困窮仕，聊之
家床迄ニ罷成，老年ニ而御座候所相続人無御座，絶株
ニも相成可申相見候ニ付，指当為御手当赤麦壱斗相
調指遣，猶又御手当了簡仕可遣間，村内ゟも世話仕遣，
相続人之義役人共世話仕遣，株絶ニ相成不申様役人共
了簡之道申付置候所，両人共冥加至極難有旨申成候，
一昨八月廿日，又々大水ニ付，流家・潰家・溺死人・牛
馬流死等之儀，其余共其節奉申上候通ニ御座候，早速
出郷仕，所々破損之様子見分仕，水難ニ逢指当賄難渋
之者共江臨時為御手当，名東郡之内拾四ヶ村ニ而家数
八拾三軒江赤麦壱斗ゟ五斗迄，難渋之懸ニ応，都合拾
四石八斗指遣申候所，夫々冥加至極難有旨申出候，右
出郷仕候節之御役場御取改被　仰付，御趣意下々之心
得相民之交等重々申聞候儀ニ御座候得共，下賤之儀私
共教示相届候程無心元奉存罷在候所，厚御趣意御書付
ヲ以被　仰出，於私共重々難有奉存，御手当指遣候場
合申談罷在候内，猶又集堂勇左衛門ゟ申聞候御意味奉
承知，早速申談出郷仕，先達而当時之御手当指遣候者
共江も厚御救米指遣，其余村々行届，両郡御蔵給知入
其外郷付之者共ニ至迄，地盤困窮ニ而，昨年之年柄
ニ付難渋之者共，家数三千三百五拾八軒，人数合壱
万三千六百三拾九人，家壱軒江御救米壱斗ゟ三石五斗
迄，穢多家数百五拾六軒，人数七百三拾七人，家壱軒
江御救米五升ゟ壱斗迄，惣合米千四百七拾七石弐斗五
升指遣，不軽御趣意得与相心得候様夫々申聞候処，誠
ニ彼是被為　御意付候，御

（愍ヵ）

民之御意味，自然ニ相徴
難有躰ニ而，極々困窮之者者平日作不仕程之御救米頂
戴仕候事故，老年之者共者落涙仕難有旨申出候，右之
懸ニ付私共教示も相届能罷成村々不筋取改候手懸方万
端へも相響可申与於私共重々難有奉存候，
一勝浦川筋漁事之儀，是迄入札ヲ以請所ニ罷成来，去ル
未四月朔日ゟ当三月晦日迄丸三ヶ年，運上銀壱貫九百
弐拾目，壱ヶ年ニ六百四拾目宛ニ而壱請ニ罷成，村々
之者并漁事仕者共迷惑之筋御座候ニ付，村々江相分請
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所ニ為仕候所，壱ヶ年ニ運上銀壱貫四百七拾弐匁ニ罷
成候ニ付，右之内六百四拾目運上銀居ニ年々上納仕，
残り八百三拾弐匁宛建置銀ニ仕，漁具元入不罷成者江
拝借等も為仕，年ニゟ出水等仕，不漁之節運上銀差略
等も趣ニゟ仕遣可申義ニ御座候，
一両郡宗判仕候者共，近年夥敷相増居申候得共，猶又昨
春ゟ重々相調へ候所，当春迄三ヶ度ニ弐百三拾人余相
増申候，
　　右之段奉申上候，以上
　　　　七

（享和2年［1802］）

月

【名西郡報告書】
（包紙）
「
　上
　　　　　　　　　　　河村左吉
　　　　　　　　　　　黒部藤助　　」
（表紙）
「
　名西郡一昨年已来
　御用方相手掛候申上帳
　　　　　　　　　　　河村左吉
　　　　　　　　　　　黒部藤助　　」
　一昨秋御郡代被　仰付，厚御書附を以被　仰出候御趣
意奉畏，諸事是迄之掛勘考仕候所，百姓共盛衰之次第
ハ御座候筈之処，役人共勤向風俗初彼是相手掛候処，
万端御作法向相廃，中古之弊風ニ相流居候処より，中
途之煩多御座候所，弥無相違様奉存候ニ付，御趣意之
通御旧章ニ相基，正敷仕度相手掛候得共，不調法ニ而
急度取究候根本之処，未斯与心寄不申候ニ付，唯今御
引合ニ可相成程之申上ル品無御座候段者，今更奉恐入
候，右之仕含格別株立候ヶ条茂無御座候得共，此節迄
手崎表大躰之懸，左ニ奉申上候，
一郡中役人共是迄万事不正之儀者一牧之掛ニ御座候得共，
取分里分近郷之儀者，已前郡方御代官所御役所向之懸，
其筋々能案内等仕事馴候者共ニ御座候所ゟ，外レ者御
法も相弁候仕成ニ而布而御法ニ相隠，内実者尚以不埒
之工も御座候得共，表向ハ静謐ニ相見候振合而已ニ而，
内実者不情指塞中途之不正多御座候所ゟ，手元相応ニ
相暮候者共ハ役人共馴合，是迄不筋之夫離等も相調田
畠相調候ニも乗代米等多仕候事故，小百姓共田畠請返
候儀も難相調，自然売絶等ニも相成，其上諸掛物多相
懸，尚更迷惑仕趣ニ付，右様之儀重々相究候所，端々
取改候様相見候得共，前件之懸ニ御座候故，唯今居而
難申上奉存候，
一是迄御代官所ニおゐてハ御検地帳写無御座，百姓共扣
之田畠売譲等願出候而も，前段之懸ニ御座候得者，村
役人共奥書を以願出候ヲ元ニ仕承届来候処，一昨年已
来者時々村方ゟ御検地帳取寄，并古証文之類指出させ
引合相調候処，村ニゟ候而者御検地帳無御座，給知上
り地等之儀者，至而古検候水帳又者取立帳之類ハ御座
候得共，甚麁抹なる帳面ニ而，いつれ慥成印形等も無
御座，不慥成帳面指出来候儀も御座候ニ付，右様之節
ハ時々右帳面御蔵所へ相達，右御役所ニおゐても，右
様之帳面を以御元ニも相立居申哉之旨，承合候掛ニ御
座候，右様之懸名筋之儀も不明他名筋之者，無証拠ニ
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而相扣居申者も段々相見，或ハ御代官所へ不願出相対
証文を以心侭ニ売買仕，散田并地無高高無地等之類も
御座候様相見，又者川筋村々之儀者，年々川成ニ相成，
或ハ瘉上り地開帰り等多，年々地姿相狂候処ゟ，尚以
彼是混乱ニ相及，従来役人共不正之取計も弥増候ニ付，
尚以速ニ実事難相分御座候，右様之儀重々詮義仕，相
行着申儀ニ御座候，
一前件之通村々役人共不正之儀御取改，已来彼是相究罷
在候処，役人共内困窮又者病気等申立，退役願出候者
共段々御座候ニ付，相考候所旧悪相恐，右之次第与相
見候ニ付，尚又聞合等指入承合候処，右考候処之儀而
已ニも無之，地盤困窮之者共ハ随意ニ村与内等請相勤
居申候処御取改，已来ハ右様之義も十分ニ難相調所ゟ，
猶以手拝指支ニ相及候様子ニ相聞候得共，一躰表向穏
之風俗故，却而実事難相分御座候ニ付，右様之者共先
其侭役義申付置候義ニ御座候，
一名西郡中之儀者多分畠作ニ而，里分ニ而者藍作第一仕，
葉藍売買之時節ニ至候而者，走問屋与相唱，仲買躰之
者多御座候而，右様之村方ニ而者，小百姓ニ至迄自然
商人之気筋ニ相成，或ハ玉師共ニ相雇レ，他国売場崎
へ罷越候者共ハ他国繁花之風俗ニ移，尚以金遣荒万事
驕奢之風俗ニ相成，平素暮方等も分限不都合之躰も
段々相見申候，元来郷分暮方之儀者，麦作秋作之穀物
を以御年貢上納仕，相残候作徳を以相暮候様ニ仕候得
者，時々暮方格別盛衰之儀も有御座間敷所，何分藍作
を以御年貢并暮方仕送等引当仕候故，藍直段高下ニゟ，
犇与困窮ニ相及候者も御座候躰ニ相見申候，右様之風
俗進々取改させ居申候得共，従来之懸ニ而一時ニ相
改かたく相見申候，前段之懸故，諸出入之中ニも取分
干鰯代葉藍代銀滞出入多出来仕候，何分是等之儀，百
姓共専商人之風俗ニ罷成，第一不実之取遣仕置候所ゟ，
右様成行候儀与相見申候，山分之儀者先一躰質素ニ相
見，農業山稼等も無怠候様相見，冬分ニ至候而ハ土地
氷強農事相調不申節ハ，紙漉又者筵等専仕，能相稼候
者共ハ家族之内六，七歳之者共迄縄等なひ覚出情仕候，
其中ニも僅不心得之者御座候而，酒相好農業相怠，酒
店ニおゐて及大酔喧嘩口論等仕候族御座候ニ付，私共
出郷仕候砌，右躰之者猥ニ大酒仕候儀不心得之段申聞，
指留候所，先右躰之者相薄らき村ニ寄候而者，名内之
者共申談互ニ相究候様子ニ御座候，右様之儀者一時之
儀ニハ御座候得共，私共直ニ申聞候得者早速相守候懸
ニ御座候所，是迄何角速ニ相心得不申段者，偏是迄之
掛中途之煩御座候故之儀与奉存候ニ付，此段も奉申上
候，
一山分之儀者一躰土地柄悪敷御座候内，分而山上之地面

或ハ山影谷間抔之分取分不宜，右之仕合里郷之御年貢
ニ競候得ハ請低御座候得共，何分唯今迄之請ニ而ハ引
合不申，迷惑之旨度々願出候得共，是迄聢々手掛も無
御座，御検見人共折々出郷仕候而も請下等も無御座，
兎角迷惑之様子ニ相聞候ニ付，彼是相行着相考候処，
已前棟付御改之節ゟハ人家も相減居申候様相見候村も
御座候，右様相減候儀死絶等も御座候得共，御年貢引
負出奔仕候者も段々御座候而，右様之類散田ニ相成居
申候得共，望人も無御座候得者，御年貢請引合不申段
顕然之儀与奉存候ニ付，何分此義急度相手掛候様御蔵
奉行共申談御座候，
一山分之内分而上山村上下之儀者，農業之暇専紙漉渡世
仕候ニ付，御年貢之内右紙を以指継来候儀ニ御座候，
然所近年楮株相減年分漉人共相用候程無御座候ニ付，
他所ゟ相調候義故造作相懸，自然楮直段も高直ニ相成，
漉人共迷惑成申候，且又楮株相扣候者共も已前ゟ楮株
御帳付ニ相成，楮上納相掛居候所，追々絶株ニ相成候
而も已前御帳付ニ相成候分ハ指除不遣，今以上納成居
申事紙方成来も御座候哉，迷惑ニ相聞候，何分山分之
儀者渡世之道無数儀故，楮等丈夫に植付相増候得者相
為成候義与奉存，植増之義申付候而も聢々植付等も不
仕候ニ付相考候所，何分御帳付ニ相成候段相恐疑惑之
筋御座候様奉存候ニ付，右様之儀下迷惑成不申様仕可
遣旨申聞気服仕，当年ゟ楮植増仕筈ニ而楮株相扣候者
共追々相分仕義ニ御座候，
一棟付改心得之御書付，先達而御仕置ゟ内達御座候而，
御趣意奉拝上，右之通奉心得，手崎表人之出入等相心
掛相調候処，数年絶而棟付御改も無御座，近来安永年
中，手崎端々棟付下調御座候得共，誠ニ表向軒数之懸
而已相調候而，人之出入等之調行届不申，等閑ニ相見，
勿論人々扣田畠名負筋等之儀者手掛ケ不申事故，猶以
甚混乱仕罷申，中々過急ニ相手掛候義難相調次第ニ御
座候ニ付，先右不調之心得を以春秋宗門御改之節，家
数人数等之儀相行着，人数百人余相増申候，尤手崎之
義者郡御奉行在勤之砌，近年相行着申候得共，其比之
儀故手之詰候儀ニ而も無御座候得者，追々相増可申奉
存候，且此度桜間村壱村御知行割之儀，先達而御蔵奉
行共ゟ申来候ニ付，棟付下調之儀幸之儀ニ御座候得共，
私共手掛ケ方不案内ニ御座候ニ付，究かたニ手掛相調
不申，然共先右之心得を以，軒別人数人之出入等相行
着，田畠扣之儀も夫々売譲証文ニ引合相調候処，安永
九年右村御検地御座候節，田地名負居違等御座候所，
此義ハ御蔵奉行共へ申談御座候而，此節迄ニ大抵出来
仕候所，右村ニおゐて散田地御座候所，天明年中御知
行割御坐候節，右散田之内御知行割ニ相成，給知入ニ
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相成居候旨，此節右村庄屋申出如何ニ相見候ニ付，右
様之次第相行着罷在候，且亦左右内村之儀，已前棟付
御改已後人数相減迷惑之旨ニ付，先右村人之出入等相
行着之儀相手掛御座候，追々棟付下調相手懸之儀も右
之村ゟ相手掛可申奉存候，
一御年貢上納受負之儀者，兼而御法度ニ御座候処，是迄
村々右類段々御座候様相聞候内，入田村百姓受之次与
申者，年来御年貢上納受負仕候趣承候ニ付吟味仕候処，
小百姓共御年貢人別新御蔵へ上納ニ罷出候而ハ，造用
等相懸迷惑仕候ニ付，実々ハ小百姓共ゟ被相頼，払人
ニ罷出候趣ニ御座候得共，右様頼人之御年貢引請上納
仕候段者，全請負之姿ニ而外響ニも相成義故，手錠懸
町旅宿ニおゐて数日追込申付候所村々相響，右躰之者
相恐相慎候様子ニ御座候，
一去秋出水之砌，私共申談早速出郷仕見分仕候所，川岸
地縁崩堤破損等夥敷，人家潰家流家等も多，右之仕合
流死人抔も御座候懸，彼是甚難渋之者御座候ニ付，指
当難見捨者共へ先当時之為御手当，去秋御年貢米之内
八石出郷先ニおゐて指遣，然所右大水ニ付流死人流
家等多御座候ニ付，厚　御趣意之御書付を以被　仰出，
私共ニおゐて難有奉畏，猶又御手当等之儀申談罷在候
内，集堂勇左衛門右御手当方之儀申聞候ニ付，早速出
郷仕村々難渋人共軒別見分仕，前段厚　御趣意之段
逸々申聞，難渋之厚薄ニより左之員数之通指遺申候，
一家数千四百九軒
一人数五千百九拾四人
一籾千五拾弐石七斗余
　右之通指遣候所甚難有旨申出候，分而山分之内ニハ右　
御趣意申聞候得者，落涙ニおよひ難有かり候者段々御
座候而，其躰至極心魂徹候様子ニ相見申候，一躰山分
是迄之懸り困窮之者共ニ至候而ハ，平素とも雑穀も飯
料ニ仕候者無数，雑子類専ニ相用，冬ゟ春ニ至候而ハ
樫之実・柿之皮・摺糖等様々取交相用，年柄悪敷節
ハ葛之根等堀候得共，昨年御手当被仰付難渋之者共へ
も行届候故，当年ニ押及右様之義無御座候様相聞へ申
候，右出郷之節，石井村見分先ニおゐて，右村郡付浪
人秋田清左衛門・遠藤宇次右衛門・遠藤平兵衛地盤相
応ニ相暮候者共ニ而，平素村中極難渋之者御座候節ハ
申談相救遣候所，去秋大水格別之事故，難渋人も余程
御座候ニ付，右三人之者共申談相救遣度奉存候内，自　
上厚　御趣意を以御救被仰付候儀故，彼者共救相混候
段奉恐入候ニ付，右村壱村御救米高指上度旨，右村与
頭庄屋林兵右衛門手元迄内々書付を以申出候段，右兵
右衛門申出候ニ付，此度之儀者先指上ニ不及旨申聞候，
然共右様小百姓とも難渋相救遣候志之段，甚奇特ニ御

座候得ハ，追而勘考も可有御座候得とも，先賞美仕遣
置候，　
一当年勧農御普請之儀，先私共へ被仰付旨元〆申聞候ニ
付，早速出郷仕見分仕候処，川筋村々川岸破損堤切地
縁崩等夥敷，就中高原・第拾両村堤切口広大之事ニ而，
過急ニ御普請出来之程も無覚束奉存候故，早速取懸せ
申候，然所右切口之儀者大ニ堀入，池渕之ことく相成
候ニ付，右辺之田畠厚砂入ニ相成居申所，右砂取除之
儀，人々扣田畠之地枕へ取除置堀候場所へハ，取捨不
申様之所も相見申候，右様之儀者砂置床鍬下願継候為，
右様相仕成候儀，何分従来之懸り相見候ニ付，於出郷
先役人共へ申聞，右砂取捨之義，假令堀口へ丁数有之
人夫相懸候共，地埋便りニ相成候様取捨候得者，　上
下相為成候義ニ候得者，是等之儀ハ役人共心得も有之
度段呵置，御普請取掛せ候所，右様之儀も是迄之振合
子細も可有御座哉，右ニ付而ハ下ゟも人夫指出，為冥
加地埋之儀者仕度旨願出候ニ付，承届遣候所，一統難
有旨ニ而，早速御普請出情仕候ニ付，為褒美夫役指遣
候所，甚相励相働候ニ付，存外御普請相速取申候，広
大人夫相掛候処，右様申出出情仕候儀ハ，昨年厚御手
当被仰付，時々御手抜なく被仰付候御儀，厚難有奉存
候儀故，是迄之振合不顧，右様之懸与奉存候，右御普
請処之内西覚圓村御関之儀，是迄広大御入目相掛居申
御場所之儀ニ御座候処，免角相保チ不申破損仕ニ付，
右枝川漸々広大ニ相成，西東両覚圓村高畠・中須，右
村々両川狭大水之砌ハ一円ニ相成，水勢強場所ニ而畢
竟亡所仕候姿ニ相見，甚不安事ニ御座候事故，外同役
共も申談度々出郷見分仕候而水筋之趣等相考候所，麻
植御郡代共ゟ奉申上候通，上岩津ゟ麻植郡筋へ水先強
相当候程之か

（ 勾 配 ）

うはいニ相成居申，下村々之儀も全躰川
南之分土地余程低相見へ，大水之節ハ専西覚圓御関へ
水先強相当り候様相見申候，私共一統水道之儀者猶更
不案内之儀ニ候得共，唯今之大川筋之姿ニ而ハ，右御
場所假令此上広大之御入目相懸，御普請被仰付候而も，
其御詮無御座様奉存候ニ付，当年右御場所御繕之儀ハ，
先当時之御手当仕置候，此儀相当り可申哉，唯今相居
候而ハ奉申上かたく奉存候，
一当正月於郷分御留野又者御明野等ニ而，雁打候者御座
候内，西覚圓村於御留野雁打候者御座候而，於御鷹方
見咎候所，原士浪人小野寺武右衛門倅房太ニ相違無御
座旨ニ而，御鷹支配之面々ゟ私共相達候ニ付，早速召
捕方指遣候処，房太儀，右不埒仕候場所ゟ直ニ出奔
仕候様相聞候ニ付，居所詮儀之儀重々相配置御座候所，
板野郡宮河内村谷筋ゟ讃州表へ立越候趣ニ御座候ニ付，
内分彼表之趣承合候得共，居処分明ニ相分り不申候内，
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御鷹支配之面々ゟ右行着尋御座候ニ付，房太儀畢竟爰
元へ立帰り可申見込御座候ニ付，讃州表へ召捕指遣候
義ハ先指扣罷在，右之仕合房太同船仕居申候，郡村百
姓仲太儀も其節手を懸候而者，尚又房太立逃深相隠レ
可申ニ付，態と相手掛不申旨及返答御坐候処，尚又御
鷹支配ゟ房太立帰可申見込之趣意承度旨，并仲太をも
当時手を懸不申指置候手掛方等之儀も彼方存寄も申聞，
再三申合候義ニ御座候，私共奉存候ハ，全躰御留野御
作法ニ不限，御法度向ニおゐてハ何卒相犯候者，無之
様仕度奉存候，此儀諸事ニ付，私共相及可申処ニハ有
御座間敷候得共，近来段々重キ被仰付も御座候ニ付而
ハ，於此場自然御法令も相届可申御時節と奉存候，就
中御留野等之不埒者共，是迄多年郡処ニ而相手掛候姿
小口ニ而者速ニ手掛稠敷様ニも候得共，後々之取〆り
行届不申，漸々相寛ミ申候故，下与して其図を伺ひ犯
科之者不絶御座候ニ付，此度之壱件ニ於ゐて者彼是申
談候処，右房太儀者小口之事旁是悲

〵 〳

召捕候様仕
度相心得罷在，夫ニ付讃州表ニ於ゐて当時者慎忍罷在
在

（ママ）

処，明ニ分り兼候得者，右之内ニ爰元ニ罷在候仲太
手掛候而ハ，房太儀弥忍隠レ可申与奉存候，右ニ付当
時仲太其侭指置候得者，是迄之引合を以房太儀聯テ立
帰可申候，又者不立帰候迚も，讃州表在処も相知候様
罷成可申与奉存候，右之通相見込候儀ニ御座候，右様
犯科之内，御留野筋ニおいて不埒之者ハ，畢竟重科ニ
も不被為仰付御儀ハ難有儀ニ奉存候得共，下々と仕御
制道候御成行ヲも相計候類ニ至り而者，畢竟不得止事
厳科も不被仰付候而者難相成奉存候，右之仕合，此度
之儀者犇与召捕，稠敷相手掛申度奉存候ニ付，其段御
鷹支配之面々江も申述置，重々居処為相尋候内，讃州
ニ而寒崎村百姓与一右衛門後家方ニ而，籠細工仕相暮
居申候旨，慥ニ尋居候ニ付，召捕方指遣候処無子細召
捕帰り，早速吟味仕候処，右場所ニ而雁打候而，足抜
仕候段申披無御座旨申出候ニ付，牢舎申付御座候得共，
未吟味行届不申候ニ付，御落着成ハ不申出候得共，先
是迄之運奉申上候，
一私共手崎手代岩佐力郎儀，親代火難ニ逢家物悉焼失仕，
旁極困窮仕罷在候処，御用方随分出情仕，已前ゟ手代
共惣而不筋多御座候中ニおゐても，聊賄賂向ニ相携不
申，不筋之取沙汰無御座，既昨年手代共不埒相工候節
も，内々私共迄申出候懸ニ而，至極潔白之者ニ而，御
用方ニおゐても相応御用立候而，清貧ニ罷在候処，昨
夏別而困窮ニ相及候ニ付，右躰之者右様之節ハ厚御手
当被仰付候得者，外者共響ニも相成候儀故申談，銀札
五百目被下置度旨，元〆共迄申出指遣申候，
一昨年以来御制禁相犯博奕仕候者段々為召捕，牢舎追放

等申付候，然所高原村百姓庄之助与申者，地家督も
少々御座候得共，年来博奕相好渡世同断ニ仕居申者之
儀故，前々ゟ右御究り之時々手掛候而も多ハ他国へ罷
越居申，彼是相逃罷在候処，此度御究行届候故，彼者
讃州表へ罷越居申所罷帰，是迄不心得ニ而不埒仕候段
奉恐入，右ニ付而ハ御咎相蒙度段身分ゟ申出，已後心
底相改，相慎申ニ付帰住仕度段願出候ニ付，呼出彼是
是迄不心得之段篤与申聞，難指免者ニハ候得共，右様
身分ゟ相名乗出候ニ付而ハ，追々之儀者如何可有御座
哉，先心底相改候義与相見候ニ付，其侭指免候処甚難
有旨申出，其已来相慎農業相応ニ相心掛候様相聞申候，
　右之通奉申上候，以上
　　　戌

（享和2年［1802］）

七 月
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図 1．全体の包紙． 図 2．海部郡報告書①の包紙．

図 3．名東・勝浦郡報告書の包紙． 図 4．資料の保管状況．
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図 5．海部郡報告書①．左上：表紙，右上：本文（1オ）下：本文（1ウ，2オ）．
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図 6．那賀郡報告書．左上：表紙，右上：本文（1オ）．下：本文（1ウ，2オ）．
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図 7．名東・勝浦郡報告書．左上：表紙，右上：本文（1オ），下：本文（1ウ，2オ）．
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図 8．名西郡報告書．左上：表紙，右上：本文（1オ），下：本文（1ウ，オ）．



松永友和

― 62 ―

徳
島
県
境

旧
郡
界

現
行
市
郡
界

平
成
の
大
合
併
前
の
市
町
村
界

図
9．
阿
波
・
徳
島
の
郡
界
．




